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製品についての;ま意事項 

このリファレンスガイドでは、ほとんどの 
モデルに共通の機能じついて説明します。 
一部の機能は、お使いのコンピューターで 
は使用できない場合があります。 
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ま全に関するごを意 


么 警告！ ユーザーが义傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または巧類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または巧類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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1 はじめに 


このガイドでは 、 HP ノートブックコンピューターの一般的な情報について説明します。 


[■幹を 記： このガイドで説明されている一部の機能は、お使いのコンピューターでは使用できない場合 
があります。 


お使いの新しいコンピューターに関する詳細情報の確認 

おほいのコンピューターには、な下のユーザーガイドおよびリファレンスマニュアルが、印刷物と 
して提供されているか、コンピューターのハードドライブ、オプティカルディスク、または SD 力一 
ドに収録されています。 

• セットアップ手順説明書：お使いのコンピューターをセットアップして電源を入れるちまについ 
て説明しています。この印刷物は、コンピューターの捆包箱に同捆されています。 


廣^を 記. ユーザーガイドおよびリファレンスマニュアルの場所については、この印刷物を参照 
^してください。 


• 『コンピューターの準備』：製品固有の機能、バックアップおよび復元、メンテナンス、仕様な 
ど、お使いのコンピューターに関する情報について説明しています。 

• [ヘルプとサポート]:オペ レーテ ィングシステム、ドライバー、トラブル シュー ティング ツー 
ル、 およびサポート窓口に関する情報について説明しています。[ヘルプとサポート]にアクセス 
するには、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択してください。お住まいの国または地域 
のサポート情報については、 httD :// www . hD . com / suDDort / でお住まいの国または地域を選巧して、 
画面の説明に沿って操作してください。 

• 『快適に使巧していただくために Ji :正しい作業環境の整えちや、作業をする際の正しい姿勢、お 
よび健康上/作業上の習慣について説明しています。また、重要な電気的/物理的を全基準につい 
ての情報も提供しています。このガイドを表示するには、[スタート]一[ヘルプとサポート]一 
[ユーザーガイド]の順に選択します。このガイドは、 HP の Web サイト ( http :// www . hp . com / 
ergo / から旧本語 I を撰がします)からも入手できます。 

• 『規定、ま全、および環境に関するごま意 J :を全情報および規定情報について、およびバッテリ 
の処理について説明しています。このま意事項を表示するには、[スタート]一[ヘルプとサポー 
卜]一[ユーザーガイド]の順に選がします。 


お使いの新しいコンピューターに関する詳細情報の確認 










2 ネットワーク接続（一部のモデルのみ) 


お使いのコンピューターは、な下の2種類のインターネットアクセスに対応しています。 

無線： 2 ページの「無線巧結の作成 を参照してください。 

• ち線： 11 ぺージの「ち線ネットワークへの榜結 I を参照して〈ださい。 

lif を記:~ インターネットに接続する前に、インターネットサービスをセットアップする必要があり 

^ 

無線接続の作成 

お買い上げいただいたコンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があ 
ります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス 

• HP モバイルブロードバンドモジュール（無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) デバ 
イス） 

• Bluetooth ⑥デバイス 

無線巧術について詳しくは、[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さい。 

無線 アイコンとネットワークステータスアイコンの 確認 

Windows ® 7 


アイコン 

名前 

説明 

が 

無線（接続るみ） 

1つ la 上の無線デバイスが有効になっていることを示します 


無線（切断巧み） 

すべての無線デバイスが無効になっていることを示します 

藝 

HP Connection Manager (—部 
のモデルのみ） 

[HP Connection Manager ] を開きます。 [HP Connection Manager ] では、 
無線 WAN 接続の作成および管理を行ったり（一部のモデルのみ）、無線 
LAN を続および Bluetooth を続の状態を監視したりできます 

图 

有線ネットワークけま続;きみ） 

1つ la 上のネットワークデバイスがネットワークに接続されていること 
を示します 


2 第2章 ネツトワーク接続（一部のモデルのみ) 













圍 

r "。-， 

(無効/切断濟み） 

すべてのネットワークデバイスが Windows の[コントロールパネル]に 
よって無効になっていることを示します 






■^1 ネットワーク 

(接続巧み） 

1つ lU 上のネットワークデバイスがネットワークに接続されていること 
を示します 

城 

1ネットヮ-ク 

(切断巧み） 

どのネットワークデバイスもネットワークに接続されていないことを示 
します 

础 

1ネットヮ-ク 

(無効/切断濟み） 

使用できる無線を続がないことを示します 

Windows Vista ⑥ 

アイコン 

名前 



説明 

( t |>) 

無線けき続巧み） 


1つお上の無線デバイスがち効になっていることを示しま 
す 

ゎが 

無線（切断巧み） 


すべての無線デバイスが無効になっていることを示します 


HP Connection Manager (—部のモデルのみ） 

[HP Connection Manager ] を開きます。 [HP Connection 
Manager ] では、無線 WAN 接続の作成および管理を巧った 
り（一部のモデルのみ）、無線 LAN 接続および Bluetooth 接 
続の状態を監視したりできます。 

が 

無線ネットワ- 

ーク接続（接続;きみ） 

1つお上の無線 LAN デバイスがネットワークに接続されて 
いることを示します 

が 

無線ネットワークを続（切断ミきみ） 

ネットワークに接続されていない無線 LAN デバイスが1 
つじ1上あることを示します 

留 

ネットワーク 

ステータス（を続;きみ） 

有線ネットワークに接続されています 

m 

ネットワーク 

ステータス（切断ミきみ） 

有線ネットワークに接続されていません 


無線接続の作成 3 




















無線デ/《イスのオン/オフの切り替え 

無線 LAN デバイスのオン/オフを切り替えるには、無線ボタンまたは [HP Connection Manager ] (- 
部のモデルのみ）を使巧できます。 


['部 ミ主記； コンピューターのキーボードには、無線ボタン、無線スイッチ、または無線キーが搭載され 
ている場合があります。このガイドで巧巧する無線ボタンという巧語は、すべての種類の無線コント 
口ールを指します。お使いのコンピューターで無線ボタンの位置を確認する方法について詳しくは、 
『コンピューターの準備 J 1 を参照してください。 


[HP Connection Manager ] を使用して無線 LAN デバイスのオソオフを切り替えるには、な下の操作 
を行います。 

▲ タスクバーのち端の通知領域にある [HP Connection Manager ] アイコンを右クリックし、目的の 
デバイスの横にある[電源]ボタンをクリックします。 

または 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Connection Manager ] の順に選択し、目的 
のデバイスの横にある[電源]ボタンをクリックします。 

[HP Connection Manager ] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP Connection Manager ] は、お使いの無線デバイスを管理するための中むとなる場所です。また、 
HP モバイルブロ ード'バンドを使用してインターネットに接続ずるためのインターフェイス、および 
SMS (テキスト）メッセージを送受信ずるためのインターフェイスが用意されていまず。 

[HP Connection Manager ] では、1^>1下のデバイスを管理できます。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) /WiFi 

• 無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) / HP モバイルブロード'バンド 

• Bluetooth 

[HP Connection Manager ] には、接続の状態、電源の状態、 SIM の詳細、および SMS メッセージに 
関する情報や通知が表示されまず。状態に関ずる情報および通知は、タスクバーの右端の通知領域に 
表示されまず。 

[HP Connection Manager ] を開くには、1^>1下の操作を行います。 

▲ タスクバーの [HP Connection Manager ] アイコンをクリックしまず。 

または 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Connection Manager ] の順にクリックしま 

す。 

詳しくは 、 [HP Connection Manager ] ソフトウ x アのヘルプを参照してください。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

[ネットワークと共有センター]では、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接 
続、無線ネットワークの管理、およびネットワークの問題の診断と修復が行えます。 
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オペレーティングシステムの制御機能を巧用するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共 
ちセンター]の順に選択します。 

詳しくは、に夕ート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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無線 LAN の使用 

無線接続を使巧すると、コンピューターを無線 LAN ネットワークまたは無線 LAN に接続できます。 
無線 LAN は、無線ルーターまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、複数のコンピュー 
夕 一および周辺機器で構成されています。 

既存の無線 LAN への接続 

Windows 7 

1. 無線 LAN デバイスがナンになっていることを確認します(詳しくは、 4ぺージの「無線デバイ 
スのオン/オフの切り替ミ I を参照してください）。 

2. タスクバーの右端の通知領域にあるネットワークアイコンをクリックします。 

3. —覧から無線 LAN を選択します。 

4. [接続]をクリックします。 

ネットワークがセキュリティ設定済みの無線 LAN である場合は、ネットワークセキュリティ 
コードの入力を求めるメッセージが表示されます。コードを入力し、 [ OK ] をクリックして接続 
を完了します。 


ま記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルーターまたはアクセスポイントの範囲 
外にいる可能性があります。 

を記： を結したい無線 LAN が表示されない場合は、[ネットワークと共有センターを開く]一 
[新しい接続またはネットワークのセットアップ]の順にクリックします。オプションの一覧が 
表示されます。手動での検索や、ネットワークへの接結、新しいネットワーク接続の作成などの 
オプションを選択できます。 


Windows Vista 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します(詳しくは、 4ぺージの「無線デバイ 
スのオン/オフの切り替ミ I を参照してください）。 

2. [スタート]一[接続ホ]の順に選択します。 

3. —覧から無線 LAN を選択します。 

• ネットワークのセキュリティ設定がされていない場合は、警告メッセージが表示されます。 
警告メッセージを確認し、接続を完了するには、[接続]をクリックします。 

• ネットワークがセキュリティ設定巧みの無線 LAN である場合は、ネットワークセキュリ 
ティコードの入力を求めるメッセージが表示されます。コードを入力し、[接続]をクリッ 
クして接続を完了します。 


ま記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルーターまたはアクセスポイントの範囲 
外にいる可能性があります。 

を記： 接結したい無線 LAN が表示されない場合は、[すべての接続を表示する]をクリックし 
ます。使用可能なネットワークの一覧が表示されます。既巧のネットワークに接続するか、また 
は新しいネットワーク接続を作成するかを選択できます。 


接続完了後、タスクバーち端の通知領域にあるネットワークアイコンの上にマウスポインターを置 
くと、接続の名前およびステータスを確認できます。 
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を記： 動作範巧（無線信号が届く範囲）は、無線 LAN の実装、ルーターの製造元、および壁や巧な 
どの建造物やその化の電子機器からの干渉に応じて異なります。 
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新しい無線 LAN のセットアップ 

な下の機器が必要です。 

• ブロードバンドモデム （ DSL またはケーブル）（別売） （1) およびインターネットサービスプ 
ロバイダー(旧 P ) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

['部を 記： ケーブルモデムは内蔵ルーターに含まれている場合があります。別売のルーターが必 
要かどうかを確認するには、旧 P に問い合わせてください。 

• 無線 コン ピュ ータ ー (3) 


な下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークのインストール例を示しています。 



ま記： 無線接続をセットアップするときは、お使いのコンピューターと無線ルーターとの間で同期 
が取れていることを確認してください。コンピューターと無線ルーターとの間で同期を取るには、コ 
ンピューターと無線ルーターの電源をナフじしてから、再びオンにします。 


お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス巧に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加できます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元またはに P から提供されている情報 
を参照して〈ださい。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護して〈ださい。無線 LAN スポットと呼ばれる 
インターネットカフェや空港などで利用できる公を無線 LAN では、セキュリティ対策が取られてい 
ないことがあります。無線 LAN スポットを利巧するときにコンピューターのセキュリティじ不をが 
ある場合は、ネットワークにち続しての操作を、機密性のイ氏い電子メールや基本的なネットサーフィ 
ン程度にとどめておいてください。 

無線信号はネットワークの外に出てしまうため、化の無線 LAN デバイスに保護されていない信号を拾 
われる可能性があります。事前にな下のような巧まを取ることで無線 LAN を保護できます。 


• ファイアウォール：ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータとデータ要求を 
チェックし、疑わしいデータを破棄します。利巧できるファイアウォールには、ソフトウェアと 
ハードウエアの両方があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせて使用しま 
す。 


• 無線の暗号化 ： WPA ( Wi-Fi Protected Access ) は、セキュリティ設定によってネットワークか 
ら送信されるデータの暗号化および復号化を行います。 WPA は 、 TKIP (temporal key integrity 
protocol ) を使巧してパケットごとに新しいキーを動的に生成します。また、ネットワーク上に 
ある コン ピューターごとに異なるキーのセツトを生成します。 
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他のネットワークへの口ーミング 

お巧いのコンピューターを他の無線 LAN が届く範巧に移動すると、 Windows はそのネットワークへ 
の接結を試みます。接続の試行が成巧すると、お使いのコンピューターは自動的にそのネットワーク 
にお結されます。新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、お使いの無線 
LAN に接続するために最初に行った操作をもう一度実行してください。 

HP モバイルブロードバンドの使用（一部のモデルおよび一 
部の国や地域のみ） 

HP モバイルブロードバンドを使巧すると、 コン ピューターで無線ワイド エリア ネットワーク 
( WWAN ) を使巧できるため、無線 LAN の巧用時よりも、よりをくの場所のより広い範囲からイン 
夕ーネットにアクセスできます。 HP モバイルブロードバンドを使用するには、ネットワークサー 
ビスプロバイダーと契約する必要があります。ネットワークサービスプロバイダーは、ほとんど 
の場合、携帯電話ネットワークプロバイダーです。 

モバイルネットワークプロバイターのサービスを利巧して HP モバイルブロードバンドを使用す 
ると、出張や移動中、または無線 LAN スポットの範囲外にいるときでも、インターネットへの接続、 
電子メールの送信、および企業ネットワークへの接続が常時可能になります。 


ミ主記： モ バイルブロードバンドサービスを有効にするには 、 HP モ バイルブロードバンド モ 
ジュールのシリアル番号が必要な場合があります。シリアル番号の位置については、『コンピユー 
夕一の準備』 を参照してください。 


モバイルネットワークサービスプロバイダーによっては 、 SIM (Subscriber Identity Module ) の 
使用が必要になる場合があります。 SIM には 、 PIN (個人識別番号）やネットワーク情報など、ュー 
ザーまたはューザーのコンピューターに関する基本的な情報が含まれています。一部のコンピュー 
夕一では、 SIM があらかじめ装着されています。 SIM があらかじめ装着されていない場合、 SIM は、 
コンピューターにイ寸属の HP モバイルブロード'バンド'情報に含まれているか、モバイルネットワー 
クサービスプロバイダーから別途入手できることがあります。 

SIM の装着と取り外しについて詳しくは、 9 ぺージの 「 SIM の装着 I および 10ぺージの 「SIM 
の取り化し I ををおしてください。 

HP モバイルブロ ードバンドに関する情報や、推奨されるモバイルネットワークサービスプロ/く 
イダーのサービスを有効にする方法については、 コン ピューターに付属の HP モバイルブロードバン 
ド情報を参照してください。詳しくは、 HP の Web サイト、 http :// h 5 Q 146. www 5. hp . com / products / 
Dortables / mobilebroadband / を参照してく ださい。 

SIM の装着 


を記： SIM スロットの位置を確認するには、『コンピューターの準備 J 1 を参照して〈ださし、。 


1 . コンピューターをシャットタウンします。コンピューターの電源が切れているかハイバネー 
シヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れま 
す。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コン ピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. バッテリを取り外します。 
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6. SIM スロットに SIM を挿入し、 SIM がしっかりと収まるまでそっと押し込みます。 

么ミ 主意： SIM を挿入するときは、力ードの位置をコンピューターの SIM スロットの横にあるア 
イコンに合わせます。 SIM を正しく挿入しないと、 SIM および SIM コネクタが損傷するおそれ 
があります。 

コネクタの損傷を防ぐため、 SIM を装着するときは無理な力を加えないでください。 

7. バッテリを取り付けなおします。 

を記： バッテリを装着しなおさないと、 HP モバイルブロードバンドは無効になります。 

8. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

9. コン ピューターの電源を入れます。 

SIM の取り出し 

SIM スロットの位置を確認するには、『コンピューターの準備』を参照してください。 

1. コンピューターをシャットダウンします。コンピューターの電源が切れているかハイバネー 
シヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れま 
す。次にナぺレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

2. ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターにち続されているすべての外イ寸けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧きます。 

5. バッテリを取り外します。 

6. SIM をいったんスロットに巧し込んで、固定を解除してから取り出します。 

7. バッテリを取り付けなおします。 

8. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

9. コン ピューターの電源を入れます。 

GPS の使用（一部のモデルのみ） 

お使いのコンピューターには 、 GPS (Global Positioning System ) が内蔵されている場合がありま 
す。 GPS 搭載システムには、 GPS 衛星から位置、速度、およびち角に関する情報が送信されます。 

詳しくは 、 [HP GPS and Location ] ソフトウエアのヘルプを参照してください。 

Bluetooth 無線デバイスの使用 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、な下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようじなりました。 

• コンピューター 

• 電話機 
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• イメージングデバイス（カメラおよびプリンター) 

• オーディオデバイス 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設まできるピアッー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用方まについては、 Bluetooth ソフトウエアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共有（に S ) 

ホストとして1台のコンピューターに Bluetooth を設定し、そのコンピューターをゲートウエイとし 
て利巧して他のコンピューターがインターネットに接続できるようにすることは、 HP ではおすすめ 
しません。 Bluetooth を使用して2台な上のコンピューターを接続する場合、インターネット接続共 
有（に S ) が巧能なコンピューターはそのうちの1台で、他のコンピューターは Bluetooth ネットワー 
クを利用 してインターネットに接続することはできません。 

Bluetooth は、お使いのコンピューターと、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線 
デバイスとの間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および 
Windows オペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコン 
ピューターを Bluetooth 経由で常時ち続しておくことはできません。 


有線ネットワークへの接続 


モデムの使用（一部のモデルのみ) 


おほいのコンピューターの内蔵モデムをアナログ電話回線に接続するには、6ピンの RJ -11 モデム 
ケーブル（別売）を使用する必要があります。国や地域によっては、各国または地域仕様のモデム 
ケーブルアダプターも必要な場合があります。デジタル構内回線 ( PBX ) システム巧のコネクタは、 
アナログ電話回線巧のモジュラーコンセントと似ていますが、このモデムには使用できません。 


么 警告！ 义傷や感電、义災、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 


モデムケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コア （1) が取り付けられ 
ている場合は、コアが取り付けられている方のケーブルの端口）をコンピューター側に向けます。 



モデムケーブルの接続 

1. モデ厶ケーブルをコンピューター本体のモデムコネクタに差し込みます (1) 0 
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2. モデムケーブルのもう一方の端を電話回線巧モジュラーコンセントじ接結します口）。 
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各国または地域仕様のモデムケーブルアダプターの接続 

モジュラーコンセントは、国や地域によって異なります。モデムおよびモデムケーブルを国や地域 
の外で使用する場合は、各国または地域仕様のモデムケーブルアダプターを巧意する必要がありま 
す。 

RJ -11 モデムコネクタな外のアナログ電話回線巧モジュラーコンセントにケーブルを接続するに 
は、な下の操作を行います。 

1. モデムケーブルをコンピューター本体のモデムコネクタに差し込みます（1)。 

2. モデムケーブルをモデムケーブルアダプターに接続します（2)。 

3. モデムケーブルアダプターを電話回線用モジュラーコンセントに接続します口）。 



所在地設定の選択 

現在の所在地設定の表示 
Windows 7 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] の順に選択します。 

2. [時計、言語、および地域]をクリックします。 

3. [地域と言語]をクリックします。 

4. [巧在地]タブをクリックして所在地を表示します。 

Windows Vista 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル]の 順に選択します。 

2. [時計、言語、および地域]をクリックします。 

3. [地域と言語のオプション]をクリックします。 

[場所]の下に現在地が表示されています。 
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旅行先の所在地の新規追加 


新しいコンピューターでは、お使いのモデムで使用可能な所在地設定は日本用の設定のみです。コン 
ピューターを国外または他の地域で巧用する場合は、使用する国または i 也域の規格に準拠するように 
内蔵モデムを設定します。 

新しく追加した所在地設定はコンピューターに保存され、設定をいつでも切り替えられるようになり 
ます。コンピューターには、任意の国の所在地設定を複数追加できます。 


么を 意： モデムの日本用の設定は削除しないでください。日本用の設定を保持した状態で国外でモデ 
ムを使用できるようじするには、モデムを使用する国や地域ごとに所在地の構成を新規に追加しま 
す。 


を意： おほいのモデムの設定が、旅行先の国や地域の通信規定やま律に違反することを防ぐため、 
その国や i 也域の設定を選巧してください。国を正し〈選択しないと、モデムが正しく機能しない場合 
があります。サポートされていない国を選がするとメッセージが表示されます。その国ではこのモ 
デムの巧巧が認可されていないため、巧巧しないで〈ださい。 


Windows 7 

1. [スタート]一[デバイスとプリンター]の順に選択します。 

2. お使いのコンピューターをますデバイスをちクリックし、[モデムの設定]をクリックします。 

[ダイヤル情報]タブを表示するには、事前に最初の（現在の）所在 i 也の巿外局番を設定 
しておく必要があります。所在地がまだ設定されていない場合は、[モデムの設定]をクリックす 
ると、所在地を入力するよう求めるメッセージが表示されます。 

3. [ダイヤル情報]タブをクリックします。 

4. [新規]をクリックします。[新しい所在地]ウィンドウが表示されます。 

5. [所在地]ボックスに、新し〈追加する所在地設定の名前（「自宅」、「会社」など）を入力します。 

6. [国/地域]リストから国または地域を選択します（モデムでサポートされていない国または地域 
を選択すると、[米国]または[英国]が表示されます）。 

7. 市外局番を入力します（必要に応じて、回線番号や外線番号も入力します）。 

8. [ダイヤルちま]の横の[卜ーン]またはレ《ルス]をクリックします。 

9. 新しい所在地設をを保存するには、 [ OK ] をクリックします。 

10. な下の操作のどちらかを行います。 

• 新しい所在地を現在地の設まとして使用するには、 [ OK ] をクリックします。 

• 他の所在地設をを現在地の設定として使用するには、[所在地]リストから使巧する設をを選 
択して、 [ OK ] をクリックします。 

国外または他の i 也域の設定と同じように、日本国内の所在地設定も追加できます。 
たとえば、外線に接続するダイヤル情報を含む設定を「会社」という名前で追加できます。 

Windows Vista 

1. [スタート]一[コントロールパネル]の順に選択します。 

2. [ハードウエアとサウンド]をクリックします。 
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3. [電話とモデムのオプション]をクリックします。 

4. [ダイヤル情報]タブをクリックします。 

5. [新規]をクリックします[新しい所在地]ウィンドウが表示されます。 

6. [所在地]ボックスに、新しく追加する所在地設定の名前（「自宅」、「会社」など）を入力します。 

7. [国/地測リストから国または地域を選択します（モデムでサポートされていない国または地域 
を選択すると、[ホ国]または[英国]が表示されます）。 

8. ホ外局番を入力します（必要に応じて、回線番号や外線番号も入力します）。 

9. [ダイヤル方法]の横の [ 卜ーン]または[パルス]をクリックします。 

10. 新しい所在地設定を保存するには、 [ OK ] をクリックします。 

11. な下の操作のどちらかを行います。 

• 新しい所在地を現在地の設定として巧巧するには、 [ OK ] をクリックします。 

• 他の所在地設定を現在地の設定として使巧するには、[所在地]リストから使巧する設定を選 
択して、 [ OK ] をクリックします。 

ま記: 国外または他の地域の設定と同じように、日本国内の所在地設定も追加できます。 
たとえば、外線に接続するダイヤル情報を含む設定を「会社」という名前で追加できます。 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) への接続（一部のモデルのみ） 

LAN に接続するには、8ピンの RJ -45 ネットワークケーブル（別売）を使用する必要があります。 
ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制コア （1) が取り付 
けられている場合は、コアが取り付けられている方のケーブルの端口）をコンピューター側に向け 
ます。 



ネットワークケーブルを接続するには、な下の操作を行います。 

1. ネットワークケーブルをコンピューター本体のネットワークコネクタに差し込みます（1)。 
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2. ネットワークケーブルのもう一ちの端をデジタルモジュラーコンセントに差し込みます口）。 



么 警告！ 义傷ゃ感電、义災、装置の損傷を防ぐため、モデムヶーブルまたは電話ヶーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接続しないで〈ださい。 
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ネットワーク接続（一部のモデルのみ) 




3 マルチメディア 


おほいのコンピューターには、な下のようなマルチメディアコンポーネントが含まれている場合が 
あります。 

• 内蔵スピーカー 
• 内蔵マイク 

• 内蔵 Web カメラ 

• プリインストールされたマルチメディアソフトウェア 

• マルチメディアボタンまたはマルチメディアキー 

メディア操作機能の使用 

おほいのモデルのコンピューターによっては、メディアファイルを再生、一時停止、早送り、また 
は早戻しできるな下のマルチメディア操作機能が搭載されている場合があります。 

• メディアボタン 

• メディアホットキー(特定のキーを fn キーと一緒に押します） 

• メディアキー 

お使いのコンピューターのメディア操作機能について詳しくは、『コンピューターの準備 J を参照し 
てくださし、。 

オーディオ 

お使いのコンピューターには、な下のようなさまざまなオーディオ関連機能が搭載されています。 

• 音楽の再生 

• サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• マルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 

• インスタントメッセージプログラムを巧巧したサウンドと画像の送信 

• ラジナ番組のストリーミング 

• コンピューターに取り付けられているオプティカルドライブ（一部のモデルのみ）または外付 
けオプティカルドライブ（別売）を使用したナーディナ CD の作成（書き込み） 
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音量の調整 

お使いのモデルのコンピューターによって、音量の調整にはな下のどれかを使用します。 

• 音量ボタン 

• 音量調整ホットキー（特定のキーを わ キーと一緒に押します） 

• 音量 キー 

AWW \ ~ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 

イヤフォン、またはヘッドセットを使用してください。ま全に関する情報について詳しくは、『規定、 
安全、および環境に関するごを意』を参照してください。 

ミ主記： 音量の調整には、オペレーティングシステムおよび一部のプログラムも使用できます。 

を記. お使いのコンピューターの音量調整機能の種類について詳しくは、『コンピューターの準備 Ji 
を参照してください。 

コンピューターのオーディオ機能の確認 

lif ミ主記: — 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 

^ 

Windows 7 

お使いのコンピューターのオーディオ機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウ; L アとサウンド]一[サウンド]アイコンの順に 
選択します。 

2. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラムイベント]で 
ビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選択し、[テスト]ボタンをクリックします。 

スピーカーまたは接続したヘッドフォンから音が鳴ります。 

お使いのコンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選択しま 

す。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップじファイルを保をしま 
す。 

3. マルチメディアプログラムを開き、サウンドを巧生します。 

コンピューターの才ーディオ設定を確認または変更するには、[スタート] —) ■[コントロールパネル] 
一[ハードウ X アとサウンド]一[サウンド]の順に選巧します。 

Windows Vista 

お使いのコンピューターのオーディオ機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウ; L アとサウンド]一[サウンド]アイコンの順に 
選択します。 

2. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラム]でビープやア 
ラームなどの任意のサウンドイベントを選巧し、[テスト]ボタンをクリックします。 
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スピーカーまたは接続したヘッドフォンから音が鳴ります。 

お使いのコンピューターの録音機能を確認するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダー]の順に選択しま 
す。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存しま 
す。 

3. マルチメディアプログラムを開き、サウンドをち生します。 

コンピューターの才ーデイオ設定を確認または変更するには、[スタート]一[コントロールパネル] 
一[オーディオ]の順に選択します。 
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Web カメラ（一部のモデルのみ） 

-部のコンピューターには、 Web カメラが内蔵されています。プリインストールされているソフト 
ウェアを使用すると、 Web カメラで静止画像を撮影したり、動画を録画したりできます。また、写真 
や録画した動画をプレビューできます。 


[HP Webcam] ソフトウェアを使巧すると、な下の機能を利巧できます。 

• 動画の撮影および共有 

• インスタントメッセージソフトウェアを巧巧した動画のストリーミング 

• 静止画像の撮影 

Web カメラへのアクセスちまについては、『コンピューターの準備』を参照してくださし、。 Web カメ 
ラの巧用方まについては、[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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動画 


おほいのコンピューターには、な下の外付けビデオコネクタが1つな上内蔵されている場合があり 
ます。 

• VGA 

• HDMI (High Definition Multimedia Interface ) 

简リま 記； お使いのコンピューターのビデオコネクタについて詳しくは、『コンピューターの準備』を 
参照してください。 


VGA 


外付けモニターコネクタまたは VGA コネクタは、外イ寸け VGA モニターや VGA プロジェクターなど 
の外付け VGA ディスプレイデバイスをコンピューターに接続するための、アナログディスプレイ 
インターフェイスです。 

▲ VGA ディスプレイデバイスをち続するには、デバイスのケーブルを外付けモニターコネクタ 
に接続します。 


01 



を記： 製品固ちの画面切り替え手順については、『コンピューターの準備』を参照してくださし、 
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HDMI 


HDMI コネクタは、 HD 対応テレビ、対応しているデジタルまたは才ーディオコンポーネントなどの 
別売の動画またはナーディオデバイスとコンピューターを接続するためのコネクタです。 

注記 . HDMI コネクタを使巧して動画信号をち送するには、 HDMI ケーブル（別売）が必要です。 

コンピューターの HDMI コネクタには、1つの HDMI デバイスを接続できます。コンピューター本体 
の画面に表示される情報を HDMI デバイスに同時にま示できます。 

HDMI コネクタに動画または才ーディナデバイスを接続するには、な下の操作を行います。 

1 . HDMI ケーブルの一方の端をコンピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. ケーブルのもう一方の端をビデオデバイスに接続します。接続後の手順については、製造元の 
説明書を参照してください。 


ミ主記： 製品固有の画面切り替え手順については、『コンピューターの準備』を参照してくださし、。 


HDMI 用のオーディオの設定 

HDMI 才ーディオを設定するには、まず、お巧いのコンピューターの HDMI コネクタに HD 対応テレ 
ビなどのオーディオまたはビデオデバイスを接続します。次に、レ^下の手順でオーディオ再生の初 
期デバイスを設定します。 

1. タスクバーのち端の通な領域にある[スピーカー]アイコンをちクリックし、[再生デバイス]をク 
リックします。 

2. [巧生]タブで[デジタル出力]または[デジタル出カデバイス （HDMI)] をクリックします。 

3. [既定値に設定] 一[〇のの順にクリックします。 


22 第3章 


マルチメディア 






才ーディオを コン ピューターのスピーカーに戻すには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通な領域にある[スピーカー]アイコンをちクリックし、[再生デバイス]をク 
リックします。 

2. [再生]タブで、[スピーカー]をクリックします。 

3. [既定値に設定] 一[〇のの順にクリックします。 

Inte 岐無線ディスプレイ（一部のモデルのみ） 

Intel 無線ディスプレイを使用すると、コンピューターの画面を無線でテレビと共有できます。無線 
ディスプレイを使用するには、無線テレビアダプター(別売）が必要です。 DVD やブルーレイディ 
スクなど、出力保護を行っているコンテンツは、 Intel 無線ディスプレイには表示されません。テレビ 
アダプターの使用に ついて 詳しくは、製造元の説明書を参照してください。 


注記. 無線ディスプレイを使用する前に、おほいのコンピューターで無線が有効になっていること 
を確認します。 
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電ミ原の管理 


ま記. コンピューターには、電源ボタンまたは電源スイッチがあります。このガイドで巧用する電 
源ボタンという巧語は、両方の種類の電源コントロールを指します。 

コンピューターのシャットダウン 

么を 意： コンピューターをシャットダウンすると、保存されていない情報は失われます。 

[シャッ トダウン]コマンドはナペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを 終 
了し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

な下の場合は、コンピューターをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB (Universal Serial Bus ) コネクタな外のコネクタに外付けハードウエアデバイスをち続す 
る場合 

• コンピューターを長期間使巧せず、外部電源から切断する場合 

電源ボタンでコンピューターをシャットダウンすることもできますが、 Windows の [シャッ トダウン] 
コマンドを巧巧したな下の手順をおすすめします。 

Pf ミ主記 . ~ コンピューターがスリープまたはハイバネーション状態の場合は、シャットダウンをする前 

にスリープまたはハイバネーションを終了する必要があります。 

1. 作業中のデータを保巧して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. Windows 7 : I! スタート]一[シャットダウン]の順に選巧します。 

Windows Vista :[スタート]一 [ ロック ] ボタンの横にある矢印一[シャットダウン]の順じクリッ 
クします。 

を記： ネットワークドメインに登録している場合は、[終了オプション]ではな〈、[シャット 
ダウン]をクリックします。 

コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使用できない場合は、な下の緊急手 
順を記載されている順に試みて〈ださい。 

• Ctrl + alt + delete キーを押し、[電源]ボタンをクリックします。 

• 電源ボタンを5秒程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 
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電源オプションの設定 

省電力設定の使用 

おほいのコンピューターでは、2つの省電力設定が出荷時に有効になっています。スリープおよびハ 
イバネーシヨンです。 

スリープを開始すると、電源ランプが点滅し、画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保巧 
されるため、スリープを終了するときはハイバネーションを終了するときよりも早く作業に戻れま 
す。コンピューターが長時間スリープ状態になった場合、またはスリープ状態のときにバッテリが完 
全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバネーションを開始します。 

ハイバネーションを開始すると、データがハードドライブのハイバネーションフアイルに保巧され 
て、コンピューターの電源が切れます。 


么を 意： オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
や外イ寸けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリープやハイバネーシヨンを開始しない 
で〈ださし、。 

注記： コンピユーターがスリープまたはハイバネーシヨン状態の場合は、無線接続やコンピユー 
夕 一の機能を実行することが一切できなくなります。 


スリープの開始および終了 

バッテリ電源を使巧しているときも外部電源を巧用しているときも操作しない状態が一定時間続い 
た場合に、システムがスリープを開始するよう出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション]を使巧して変 
更できます。 

コンピューターの電源が入っているときにスリープを開始するには、な下のどれかの操作を行いま 
す。 

• 電源ボタンを短く押します。 

• ディスプレイを閉じます。 

• Windows 7 :[スタート]一[シャットダウン]ボタンの横にある矢印一[スリープ]の順にクリッ 
クします。 

Windows Vista :[スタート] 一 [ ロック ] ボタンの横にある矢印一にリースの順にクリックしま 
す。 

スリープ状態を終了するには、な下の操作を行います。 

• 電源ボタンを短く押します。 

• ディスプレイが閉じている場合は、ディスプレイを開きます。 

• キーボードのキーを巧します。 

• タッチパッドで、タップするか指を谓らせます。 

コンピューターがスリープを終了すると電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻りま 
す。 


を記： 復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 
に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 


電源オプションの設定 25 






ハイバネーシヨンの開始および終了 

バッテリ電源を使用しているときも外部電源を使用しているときも操作しない状態が一定時間続い 
た場合、または完全な口ーバッテリ状態に達した場合に、システムがハイバネーシヨンを開始する 
ようじ出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の [コントロールパネル] で変更できます。 

ハイ バ ネーシ ヨンを開始するには、な 下の 操作を行います。 

▲ Windows 7 :[スタート]を選巧し、[シャットダウソボタンの横にある矢印一>[休止が勒の順 
にクリックします。 

Windows Vista :[スターり 一[ロック]ボタンの横にある矢印一[休止状劇の順にクリックしま 
す。 


ハイバネーシヨンを終了するには、な下の操作を行います。 

▲ 電源ボタンを短く押します。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 

fif 注記:~~ 復帰するときにパスワードを必要とするように設定した場合は、作業を中断した時点の画面 

に戻る前に Windows パスワードを入力する必要があります。 

電源 メーターの 使用 

電源メーターはタスクバーのち端の通知領域にあります。電源メーターを使巧すると、すばやく電源 
設定にアクセスしたり、バッテリち電残量を表示したりできます。 

• 巧電残量率と現在の電源プランを表示するには、ポインターを[電源メーター]アイコンの上に移 

動します。 


• 電源オプションにアクセスしたり、電源プランを変更したりするには、[電源メータ ー] アイコン 
をクリックして一覧から項目を選択します。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[電源メ ータ ー] アイ 
コンの形の違いで判断できます。アイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態または完全な口一 
バッテリ 状態になった場合にそのメ ッセージも表示されます。 

電源プランの使用 

電源プランは、コンピューターの電源の使用ちまを管理するためのシステム設定の集合です。電源プ 
ランによって、電力を節約し、パフォーマンスを最大限に向上させることができます。 

現在の電源プランの表示 

レ: i 下のどれかの方法を使用します。 

• タスクバーの右端の通知領域にある[電源メータ ー] アイコンをクリックします。 

• Windows 7 :[スタート]一[コント□—ルパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプ 
ション]の順に選がします。 

• Windows Vista® :[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源才 
プシヨソの順に選択します。 
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異なる電源プランの選択 

な下のどちらかの方まを使巧します。 

• 通知領域にある[電源メータ ー] アイコンをクリックし、一覧から電源プランを選択します。 

• Windows 7 : [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [システムとセキュリティ] 一[電源 オプ 
ション] の順に選択し、一覧から項目を選択します。 

Windows Vista :[スタート]一[コント□—ルパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源才 
プション]の順に選択し、一覧から項目を選択します。 

電源プランのカスタマイズ 

Windows 7 

1. 通知領域の障源メータ ー] アイコンー[その他の電源オプショソの順にクリックします。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選 
巧します。 

2. 電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を変更します。 

4. その他の設定を変更するには、[詳細な電源設定の変更]をクリックし、変更を行います。 

Windows Vista 

1. 通知領域の[電源メータ ー] アイコンー[その他の電源オプション]の順にクリックします。 

または 

[スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 電源プランを選択し、[プラン設をの変更]をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を変更します。 

4. その他の設定を変更するには、[詳細な電源設定の変更]をクリックし、変更を行います。 

復帰時のパスワード保護の設定 

スリープまたはハイバネーション状態が終了したときにパスワードの入力をホめるようにコン 
ピューターを設定するには、な下の操作を行います。 

Windows 7 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 左側の枠内で、[スリープ解除時のパスワードな護]をクリックします。 

3. [現在利用可能ではない設定を変更します]をクリックします。 

4. [パスワードを必要とする（推奨)]をクリックします。 


電源オプションの設定 


を記： ユーザーアカウントを作成したり、現在のユーザーアカウントを変更したりする場合 
は、[ユーザーアカウントパスワードの作成またはを要]をクリックしてから、画面に表示され 
る説明に沿って操作します。ユーザーアカウントパスワードを作成または変更する必要がな 
い場合は、手順5に進んでください。 

5. [変更のな巧]をクリックします。 

Windows Vista 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 左側の枠内で、[スリープ解除時のパスワード保護]をクリックします。 

3. [現在利用可能ではない設定を変更します]をクリックします。 

4. [パスワードを必要とする（推奨)]をクリックします。 

5. [変更のなを]をクリックします。 
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[HP Power Assistant ] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP Power Assis ね nt] を使巧すると、お使いのノートブックコンピューターの電力消費やバッテリち 
電を最適化するようにシステム設定を構成できます。 [HP Power Assis ね nt] では、情報に基づいて電 
源管理に関する決定を行うために役立つツールおよび情報が提供されます。 

• 仮想的なシステム設定による電カミ肖費の予測 

• あらかじめ定義されている電源プロファイル 

• 時間の経過とともに、電力消費の傾向を示した使用状況の詳細情報およびグラフ 
Windows を実行しているときに [HP Power Assis ね nt] を起動するには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP Power Assis ね nt] の順に選択します。 

または 

fn+f6 キーを押します（一部のモデルのみ）。 

[HP Power Assistant] の使巧、設ま、および管理方まについて詳しくは、 [HP Power Assistant] ソフ 
トウエアのヘルプを参照して〈ださい。 


バッテリ電源の使用 


么 警告！ けがや事故、および機器の故障などのを全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を巧巧 
する場合は、コンピューターに付属しているバッテリ、 HP が提供する交換用バッテリ、または HP 
から購入した対応するバッテリを使用してください。 


外部電源に接続されていない場合、コンピューターはバッテリ電源で動作します。コンピューターの 
バッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、動作しているプログラム、画面の輝度、コン 
ピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素によって異なります。コンピュー 
夕一を外部電源にち続している間、 常にバッテリを装着しておけば、バッテリは巧電されるため、停 
電した場合でも作業データを守ることができます。充電巧みのバッテリを装着したコンピューター 
が外部電源で動作している場合、 AC アダプターを取り外すか、または外部電源が切断されると、電 
源が自動的にバッテリ電源に切り替わります。 


注記： 外部電源の接続を外すと、バッテリ寿命を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げたり下げたりするちまについては、『コンピューターの準備』を参照 
してください。一部のモデルのコンピューターでは、グラフィックスモードを切り替えてバッテリ 
寿命を延ばすことができます。詳しくは、 35 ぺージの「グラフィックスモードの切り替え（一部 
のモデルのみ） I をを.昭してください。 


バッテリに関する詳細情報の確認 

[ヘルプとサポート]では、バッテリに関するな下のツールと情報が提供されます。 

• バッテリの性能をテストするための [HP バッテリチェック]ツール 

• バッテリの寿命を延ばすための、バッテリゲージの調整、電源管理、および適切な取り扱いと 
保管に関する情報 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 
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[バッテリ情報]にアクセスするには、な下の操作を行います。 

▲ [スタート]一[ヘルプとサポート]一[詳細]一[電源プラン：よく寄せられる貴問]の順に選 
択します。 
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[ HP バッテリチェック]の使用 

[ヘルプと サポート]の [HP バッ テリ チェック ] では、コンピューターに取り付けられている バッ テリの 
状態について情報を提供します。 

[HP バッテリチIック]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターに接続します。 

を記 . [ HP バッテリチIック]を正常に動作させるため、コンピューターを外部電源に接続し 
ておく必要があります。 

2. [スタート]一[ヘルプとサポート]一[トラブルシューティング]一馬源、サーマル、および機械] 
の順に選択します。 

3. [電源]タブをクリックし、 [HP バッテリチェック]をクリックします。 

[HP バッテリ チェック ] は、バッテリとそのセルを検査して、バッテリとそのセルが正常に機能して 
いるかどうかを確認し、検査の結まを表示します。 


バツテリ充電残量の表示 

▲ タスクバーのち端の通知領域にある[電源メーター ] アイコンの上にポインターを移動します。 


バッテリの放電時間の最長化 

バッテリの放電時間は、バッテリ電源で動作しているときじ巧巧する機能によって異なります。バッ 
テリの容量は自然に低下するため、バッテリの最長放電時間は徐々に短〈なります。 

バッテリの放電時間を長く保つには、な下の点にを意してください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• バッテリが巧巧されていないときまたは巧電されていないときは、コンピューターからバッテリ 
を取り外します。 

• バッテリを気温や湿度のおい場所に保管します。 

• [電源オプション]で[省電力]設定を選択します。 

ロー バッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時に設定されている警告メッセージおよびシステム応答について説明します。口一 
バッテリ 状態の警告と システム応答の設定は、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション] 
で変更できます。[電源オプション]を使巧した設定は、ランプの状態には影響しません。 

ロー バッテリ状態の確認 

コン ピューターの電源としてバッテリのみを巧用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態また 
は完全な口ーバッテリ状態になった場合は、な下のようになります。 

• バッテリランプ（一部のモデルのみ）力 《 、口ーバッテリ状態または完全な口ーバッテリが態 
になっていることを示します。 

ミ主記 . ~ バッテリランプについて詳しくは、『コンピューターの準備』を参照してください。 ~ 
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または 

• 通知領域の[電源メータ ー] アイコンが、口ーバッテリ状態または完全な口ーバッテリ状態に 

なっていることを通知します。 


を記： 電源メータ ー I こついて 詳しくは、 26ぺージの「電源メーターの巧巧 i を参照してくださし、。 


完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターではな下の化理が行われます。 

• ハイバネーシヨンが有効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
バネーシヨンが開始されます。 

• ハイバネーシヨンが無効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保巧されていない情報は失 
われます。 


ロー バッテリ状態の解み 

外部電源を使用できる場合のローバッテリ状態の解み 
▲ な下のデバイスのどれかを接続します。 

• AC アダプター 

• 別売のドッキングデバイスまたはあ張製品 

• HP からオプション製品として購入した電源アダプター 

充電巧みの/《ッテリを使用できる場合のローバッテリ状態の解み 

1. コンピユーターの電源を切るか、ハイバネーションを開始します。 

2. 放電したバッテリを充電ミ斉みのバッテリに交換します。 

3. コン ピユーターの電源を入れます。 

電源を使用できない場合のローバッテリ状態の解決 
3 ハイ/くネーションを開始します。 

• 作業中のデータを保巧して コン ピユーターをシャットダウンします。 

ハイバネーションを終了できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

ハイ バネーションを終了するための十分な電力が コン ピユーターに残っていない場合は、な下の操作 
を行います。 

1. 放電した バッ テリを充電ミきみの バッ テリに交換するか、 AC アダプターを コン ピユーターおよび 
外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを巧して、ハイバネーションを終了します。 

バッテリの節電 

• Windows の [ コントロールパネル]の [電源 オプション ] で、 巧消費電力設定を選択します。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続と LAN 接続をオフにして、モデムを巧巧す 
るアプリケーションを使巧後すぐに終了します。 

32 第4章電源の管理 





• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、使用していないものをコンピユーターから 
取り外します。 

• 使巧していない外イ寸けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り出します。 

• 画面の輝度を下げる 

• しばらく作業を行わないときは、 ス リープまたは ハイバ ネーシヨンを開始するか、 コン ピユー 
夕 一の電源を切 ります。 

バッテリの保管 

么ミ 主意: 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 ~ 

2週間な上コンピユーターを使巧せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して別々じ保管してください。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度のおい場所に保管して〈ださい。 

ミ主記:~ 保管中のバッテリは6か月ごとに点検する必要があります。容量が50%未満になっている場 

合は、再充電してから保管してください。 

1か月な上保管したバッテリを使巧するときは、最ネ刀にバッテリゲージの調整を行って〈ださい。 


使用済みのバッテリの処理 


ん 警告！ 化学薬品による火傷や発火のおそれがありますので、分解したり、壊したり、穴をあけたり 
しないで〈ださい。また、接点をシヨートさせたり、义や水の中に捨てたりしないで〈ださい。 

バッテリの正しい化理については、『規定、を全、および環境に関するごま意 J1 を参照してくださし、。 

バッテリの交換 

Windows 7の [ヘルプと サポート]にある [HP バッテリ チェック ] は、内部セルが正常に充電されてい 
ないときや、バッテリ容量が「口ーバッテリ」の状態になったときに、バッテリを交換するようュー 
ザーに通知します。バッテリが HP の保証対まとなっている場合は、説明書に保証 ID が記載されてい 
ます。交換巧バッテリの購入について詳しくは、メッセージに記載されている HP の Web サイトを参 
照してください。 


外部電源の使用 


を記. 外部電源の接続について詳しくは、コンピューターの捆包福に同捆されているセットアップ 

手順説明書を参照してください。 


外部電源は、純正の AC アダプター、または別売のドッキングデバイスや化張製品を通じてコン 
ピュー ターに 供給されます。 


么 警告！ を全に関する問題の発生を防ぐため、コンピユーターを使用する場合は、コンピユーターに 
付属している AC アダプター、 HP が提供する交換用 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターだけを使巧してください。 


な下のどれかのを件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源じち続して〈ださし、。 
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么 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないで〈ださい。 

• バッテリ充電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• CD、DVD、 または BD (-部のモデルのみ）に情報を書き込む場合 
• [ディスクデフラグ]を実行する場合 

• バックアップまたは復元を実行する場合 

コンピューターを外部電源に接続すると、な下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• コンピューターの電源が入ると、通知領域の[電源メーター ] アイコンの表示が変わります。 
外部電源の接続を外すと、な下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。 
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AC アダプターのテスト 

外部電源に接続したときにコンピユーターにな下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプター 
をテスト します。 

• コン ピユーターの電源が入らない。 

• ディスプレイの電源が入らない。 

• 電源ランプが点なしない。 

AC アダプターをテストするには、な下の操作を行います。 

1. コン ピユーターをシャットダウンします。 

2. コンピユーターからバッテリを取り外します。 

3. AC アダプターを コン ピユーターに接続してから、電源 コンセントに 接続します。 

4. コンピユーターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点灯した場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消なしたままになっている場合は、 AC アダプターが動作していないため交換 
する必要があります。 

交換用 AC アダプターを入手する方まについては、 HP のサポート窓口にお問い合わせください。 


グラフィックスモードの切り替え（一部のモデルのみ） 

-部のコンピューターには、切り替え可能な GPU が搭載されており、2つのグラフィックス化理モー 
ドが巧意 さ れています。コンピューターを外部電源からバッテリ電源に切り替えるときに、高パ 
フォーマンスモードから省電カモードに切り替えて、バッテリ寿命を節約できます。同様に、バッ 
テリ電源から外部電源に切り替えるときには、高パフオーマンスモードに戻すことができます。 


[■鄭 注記： 状況によっては、コンピューターのパフォーマンスを維持するために、モードを切り替える 
ことができない場合や、切り替えを促される場合があります。また、切り替える前にすベてのプログ 
ラムを終了する必要がある場合もあります。 

を記 ； HDMI (-部のモデルのみ）は、高パフォー マンス モードでのみ機能します。省電カモード 
では、 HDMI は巧巧できません。 


外部電源とバッテリ電源を切り替えるときに、グラフィックスモードが切り替わることが、コン 
ピューターによって通知されます。必要に応じて、グラフィックスモードを変更しない選がもでき 
ます。モードの切り替え中は、数砂間、画面が何も表示されない状態になります。切り替えが完了す 
ると、通知領域にメッセージが表示され、画面が元に戻ります。 


[■皆を 記： コンピューターのモデルがタブレットスタイルの場合は、グラフィックスモードを切り替 
えるときに画面方向がリセットされます。 
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5 


外付けカードおよび外付けデバイス 


メディアカードリーダーでのカードの使用（一部のモデルの 
み） 


別売のメディアカードは、データを安全に格細し、簡単にデータを共有できる力ードです。これら 
の力ードは、他のコンピューターな外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく巧巧 
されます。 


お使いのコンピューターでサポートされているメディアカードの形式を確認するには、『コンピュー 
夕一の準備 J1 を参照してください。 

メディアカードの挿入 


么ミ 主意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを巧入するときは無理な力 
を加えないでください。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピユーター側に向けて持ちます。 

2. メディアスロットに力ードを挿入し、しっかり収まるまで力ードを押し込みます。 



デバイスが検出されると音が鳴り、場合によっては巧巧可能なオプションのメニューが表示され 
ます。 
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メディアカードの取り出し 

/\ ミ主意 '■ ~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行ってメディアカードをを全 

に取り出します。 

1. 情報を保巧し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

2. タスクバーのち端の通知領域にある [ハー ドウXアのを全な取り外し]アイコンをクリックしま 
す。次に、画面の説明に沿って操作します。 

3. 力ードをいったんスロットに押し込んで（1)、固まを解除してから取り出します口）。 



または 

力ードを引いてスロットから取り出します。 



PC カードの使用（一部のモデルのみ） 

PC 力ードは、クレジットカードと同じくらいの大きさのデバイスで、 PCMCIA (Personal Computer 
Memory Card International Association) の標準仕様に準拠しています。 PC 力ードスロットは、な 
下の種類の PC 力ードに対応しています。 

• 32ビット （ CardBus ) および16ビットの PC 力ード 

• Type I および Type II PC 力ード 

簡^を 記. ズームビデオ （ ZV ) 用 PC 力ードおよび12 V PC 力ードじは対応していません。 


PC 力ードの使巧（一部のモデルのみ） 37 






PC 力ードの設定 

設定時に他の PC 力ードに対応できなくなることを防ぐため、デバイスに必要なソフトウエアのみを 
インストールして〈ださい。 PC 力ードの製造販売元よりま巧のデバイスドライバーをインストー 
ルする ように指示されている場合は、 な下のようにします。 

• お使いのオペレーティングシステム用のデバイスドライバーのみをインストールして〈ださ 
い。 

• PC 力ードの製造販売元が提供する他のソフトウてア（力ードサービス、ソケットサービス、 
イネーブラーなど）をインストールしないでください。 
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PC カードの装着 

么ミ 主意： コンピューターおよび外付けメディアカードの損傷を防ぐため、 ExpressCard を PC 力ード 
スロッ トに挿入しないでください。 

ミ主意： コネクタの損傷を防ぐため、な下の点にを意してください。 

PC 力ードを装着するときは無理な力を加えないでください。 

PC 力ードの巧巧中はコンピューターを動かしたり運んだりしないでください。 

PC 力ードスロットには保護巧力ードが挿入されている場合があります。 PC 力ードを挿入するに 
は、な下の操作を行って、先に保護用力ードを取り出す必要があります。 

1. PC 力ード取り出しボタン （1) を押します。 

この操作によって、ボタンが上がり、保護巧力ードの固定を解除できるようになります。 

2. PC 力ード取り出しボタンをもう一度押して、保護用力ードの固定を解除します。 

3. 保護巧力ードをスロットから引き出します口）。 



か 


PC 力ードを挿入するには、な下の操作を行います。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 

2. PC 力ードスロットに力ードを挿入し、力ードがしっかりと収まるまで巧し込みます。 



力ードが検出されると音が鳴り、場合によっては使巧可能なオプションのメニューが表示されま 
す。 


を記： 初めて PC 力ードを装着した場合は、力ードがコンピューターによって認識されたこと 
を示すメ ッ セージが通な領域に表示されます。 
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を記. 節電するには、使巧していない PC 力ードを停止するか、取り出してください。 

PC カードの取り出し 

/\ ミ主意;~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、 PC 力ードを取り出す前に PC 力ードを停止 

して〈ださし、。 

1. 情報を保存し、 PC 力ードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

2. タスクバーのち端の通な領域にある [ハードウ エアの安全な取り外し]アイコンをクリックし、画 
面の説明に沿って操作します。 

3. PC 力ードの固をを解除して取り出すには、な下の操作を行います。 

a. PC 力ード取り出しボタン （1) を押します。 

この操作によって、ボタンが上がり、 PC 力ードの固まを解除できるようになります。 

b . PC 力ード取り出しボタンをもう一度押して、 PC 力ードの固定を解除します。 

C. PC 力ードをスロットから引き出します口）。 



か 

ExpressCard の使用（一部のモデルのみ） 

ExpressCard は、 ExpressCard スロットに挿入する高性能な PC 力ードです。 

標準の PC 力ードと同様に、 ExpressCard は PCMCIA の標準仕様に準拠していまず。 

ExpressCard の設定 

力ードに必要なソフトウェアのみをインストールしてください。 ExpressCard に付属の説明書にデ 
バイスドライバーをインストールするように記載されている場合は、な下のようにします。 

• お使いのオペレーティングシステム用のデバイスドライバーのみをインストールしてくださ 
い。 

• ExpressCard の製造販売元が化のソフトウェア（力ードサービス、ソケットサービス、イネー 
ブラーなど）を提供していても、それらをインストールしないで〈ださい。 
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ExpressCard の挿入 


么ミ 主意： お使いのコンピューターおよび外付けメディアカードの損傷を防ぐため、 PC 力ードを 
ExpressCard スロッ トに挿入しないで〈ださい。 

ミ主意： コネクタの損傷を防ぐため、な下の点にを意してください。 

ExpressCard の挿入時に無理な力を加えないでください。 

ExpressCard の使用中は、コンピューターを動かしたり運んだりしないで〈ださし、。 

ExpressCard スロットには保護用力ードが挿入されている場合があります。保護巧力ードを取り出 
すには、な下の操作を行います。 

1. 保護巧力ードを押し込んで（1)、固まを解除します。 

2. 保護巧力ードをスロットから引き出します口）。 



ExpressCard を挿入するには、な下の操作を行います。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 

2. ExpressCard スロットに力ードを挿入し、力ードがしっかりと収まるまで押し込みます。 



力ードが検出されると音が鳴り、場合によってはオプションのメニューが表示されます。 

ミ主記. ネ刀めて ExpressCard を挿入した場合は、力ードがコンピューターによって認識された 
ことを示すメツセージが通な領域に表示されます。 

注記： 節電するには、使用していない ExpressCard を惇止するか、取り出してください。 
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ExpressCard の取り出し 


么ミ 主意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って ExpressCard をを全に取 
り出します。 

1. 情報を保巧し、 ExpressCard に関連するすべてのプログラムを閉じます。 

2. タスクバーのち端の通知領域にある [ハードウ エアのを全な取り外し]アイコンをクリックし、画 
面の説明に沿って操作します。 

3. ExpressCard の固まを解除して取り外すには、な下の操作を行います。 

a. ExpressCard をゆっくりと押して（1)、固をを解除します。 

b . ExpressCard をスロットから引き出します（2)。 



スマートカードの使用 （ 一部のモデルのみ) 


を記： この章で使用する「スマートカード J という用語は、スマートカードと Java ™ Card の面 
方を指します。 


スマートカードは、メモリおよびマイクロプロセッサが含まれているマイクロチップを搭載したク 
レジットカードサイズのオプション製品です。パーソナルコンピューターと同じように、スマー 
卜 力ードは入出力を管理するオペレーティングシステムを内蔵し、改ざんを防止するためのセキュ 
リティ機能を備えています。スマートカードリーダー （ 一部のモデルのみ）では業界標準のスマー 
トカードを使巧します。 

マイクロチップの内容にアクセスするには、 PIN が必要です。スマートカードのセキュリティ機能に 
ついて詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


42 第5章 


外付けカードおよび外付けデバイス 






スマートカードの挿入 

1. 力ードのラベル側を上にし、力ードがしっかり収まるまで、スマートカードリーターに静かに 
スライドさせて挿入します。 



2. 画面上の説明に沿って、 スマー トカードの PIN を使用して コン ピューターにログオンします。 

スマートカードの取り出し 

▲ スマートカードの両端の部分を持って、スマートカードリーダーから引き出します。 



USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus ) は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、 
ハブなどの別売の外付けデバイスを接続するためのハードウェアインターフェイスです。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウてアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属している操作説明 
書を参照して〈ださい。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれているか、ディスクに収録されて 
いるか、またはソフトウェアの製造元の Web サイトから入手できます。 

コンピユーターには1つな上の USB コネクタがあり 、 USB 1.0 、 USB 1.1 、 USB 2.0、および USB 
3.0 の各デバイスに対応しています。お使いのコンピユーターには電源供給機能付き USB コネクタ 
が搭載されている場合があります。このコネクタに電源供給機能付き USB ケーブルを接続すると、 
外付けデバイスに電源を供給できます。別売のドッキングデバイスまたは USB ハブじは、コン 
ピューターで使用できる USB コネクタが装備されています。 
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USB デバイスの接続 

么を 意： USB コネクタの損傷を防ぐため、デバイスをち続するときは無理な力を加えないでくださし、。 
▲ デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに接続します。 

を記:~~ な下の図は、お使いのコンピューターと多少異なる場合があります。 



デバイスが検出されると音が鳴ります。 


を記. ネ刀めて USB デバイスを装着した場合は、デバイスがコンピューターによって認識されたこ 
とを示すメッセージが通知領域に表示されます。 


USB デバイスの取り外し 


么を 意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
でください。 

を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行って USB デバイスを安全に 
取り外します。 


1. USB デバイスを取り外すには、情報を保巧し、デバイスに関連するすべてのプログラムを閉じ 
ます。 

2. タスクバーのち端の通知領域にある [ハー ドウエアの安全な取り外し]アイコンをクリックし、画 
面の説明に沿って操作します。 

3. デバイスを取り外します。 


1394デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

IEEE 1394は、高速マルチメディアデバイスまたは高ま記憶装置をコンピユーターへち続するため 
のハードウェアインターフェイスです。スキヤナー、デジタルカメラ、およびデジタルビデオカ 
メラは、1394による接続が必要な場合があります。 

1394デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウエアについて詳しくは、デバイスに付属している操作説明 
書を参照してください。 
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コンピューターの 1394 コネクタは、 IEEE 1394a デバイスもサポートしています。 
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1394 デバイスの接続 

么を意 :~ 1394コネクタの損傷を防ぐため、デ/《イスを接続するときは無理な力を加えないでくださ 

_ 

▲ 1394デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの1394ケーブルを1394コネクタに 

接続します。 


げ 



デ/ くイスが検出されると音が鳴ります。 


1394デバイスの取り外し 


么を 意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、1394デバイスを取り外す前にデバイスを停 
止してください。 

ミ主意： 1394コネクタの損傷を防ぐため、1394デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
でください。 


1. 1394デバイスを取り外すには、情報を保存し、デバイスに関連するすべてのプログラムを閉じ 
ます。 

2. タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアのを全な取り外し]アイコンをクリックし、画 
面の説明に沿って操作します。 

3. デバイスを取り外します。 


eSATA デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

eSATA コネクタを使用して、 eSATA 外部ハードドライブなどの別売の外付けデバイスを、高性能な 
eSATA コンポーネントに接続します。 

eSATA デバイスには、追加サポートソフトウ王アを必要とするものがありますが、通常はデバイス 
に付属しています。デバイス固有のソフトウエアについて詳しくは、デバイスにイ寸属している操作説 
明書を参照してください。 


を記： eSATA コネクタは、別売の USB デバイスもサポートしています。 
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eSATA デバイスの接続 

么ミ 主意: eSATA コネクタの損傷を防ぐため、デバイスを接続するときは無理な力を加えないでくださ 

_ 

▲ eSATA デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの USB ケーブルを eSATA コネク 
夕に接続します。 


E-SA1A 



デバイスが検出されると音が鳴ります。 

eSATA デバイスの取り外し 


么ミ 主意： eSATA コネクタの損傷を防ぐため、 eSATA デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張ら 
ないでください。 

を意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の操作を行ってデバイスを安全に取り外 
します。 


1. eSATA デバイスを取り外すには、情報を保存し、デバイスに関連するすべてのプログラムを閉 
じます。 

2. タスクバーのち端の通な領域にある [ハー ドウエアの安全な取り外し]アイコンをクリックし、画 
面の説明に沿つて操作します。 

3. デバイスを取り外します。 
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シリアルデバイスの使用（一部のモデルのみ） 

-部のモデルのコンピユーターにはシリアルコネクタがあり、シリアルモデム、マウス、プリン 
夕一などの別売のデバイスを接続できます。 

シリアルデバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイ 
スに付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属している操作 
説明書を参照してください。 

▲ シリアルデバイスを接続するには、デバイスのケーブルをコンピューターのシリアルコネクタ 
に接続します。 


10101 



別売の外付けデバイスの使用 


を記. 必要なソフトウてアやドライバー、および巧用するコンピューターのコネクタの種類につい 
て詳しくは、デバイスに付属している説明書を参照してください。 


外付けデバイスをコンピューターに接続するには、な下の操作を行います。 


么ミ 主意： 電源付きデバイスの接続時に装置が損傷することを防ぐため、デバイスの電源が切れてい 
て、外部電源コードがコンピューターに接続されていないことを確認してください。 


1. デバイスをコンピューターに接続します。 

2. 別電源が必要なデバイスを接続した場合は、デバイスの電源コードを接地した外部電源のコンセ 
ントに差し込みます。 

3. コン ピューターの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピューターから 
取り外します。別電源が必要な外イ寸けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コン 
ピューターからデバイスを取りかした後、デバイスの電源コードを巧きます。 

別売の外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保巧したり、情報にアクセスしたりできる場 
所が増えます。 USB ドライブを追加するには、コンピューターの USB コネクタに接続します。 
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[§リ 主記： HP の外付け USB オプティカルドライブを、コンピューターの電源供給機能付き USB コネ 
クタじ接続する必要があります。 

USB ドライブには、レ^下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハード' ド'ライブモジュール 

• 外付けオプティカルドライブ （CD、DVD、 およびブルーレイ） 

• マルチベイデバイス 

拡張ポートの使用（一部のモデルのみ） 

拡張ポートは、コンピューターを別売のドッキングデバイスまたは拡張デバイスに接続するために 
使用します。これによって、コンピューターで巧巧できるポートおよびコネクタが追加されます。 


[券 注記： お使いのコンピューターにある化張ポートは1つのみです。 


□3 



ドッキングコネクタの使用（一部のモデルのみ） 

ドッキングコネクタを使巧して、コンピューターを別売のドッキングデバイスに接続できます。別 
売のドッキングデバイスには、コンピューターを装着すると使巧できるポートおよびコネクタが装 
倫されています。 


ミ主記： な下の図は、お使いのコンピューターまたはドッキングデバイスと多少異なる場合があり 
ます。 
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6 ドライブ 


ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り扱いにはミ主意が必要です。ドライブの取り 

巧いについては、な下のを意事項を参照してください。必要に応じて、追加の注意事項および関連手 

順を示します。 

な下の点にミ主意してください。 

• 外イ寸けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような 
場合は、事前にスリープを開始して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切 
に取り外してください。 

• ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してくださ 
い。 

• リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

• ドライブは慎重に取り扱い、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

• ドライブの着脱を行う前に、コンピューターの電源を切ります。コンピューターの電源が切れて 
いるのか、スリープ状態か、またはハイパ'ネーシヨンが態なのかわからない場合は、まずコン 
ピューターの電源を入れ、次にナぺレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンしま 
す。 

• ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

• オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力 
したり、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやす 
い動作です。 

• バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に充電 
されていることを確認してください。 

• 高温またはを湿の場所にドライブを放置しないで〈ださい。 

• ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーな 
どを吹きかけないでください。 

• ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、 
ドライブからメディアを取り出してください。 

• ドライブを郵送するときは、発をビニールシートなどの緩衝巧で適切に捆包し、巧包箱の表面 
に「コワレモノー取り扱いを意」と明記してください。 

• ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空;’きの 
金属探知器や金属探知棒が含まれます。空港のベルトコンベアなど機内持ち込み手荷物を 
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チェックするセキュリティ装置は、磁気ではなく X線を使巧してチェックを行うので、ドライブ 
には影響しません。 
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ハードドライブの使用 

ハードドライブパフオーマンスの向上 


[ディスクデフラグ]の使用 

コンピューターを使巧しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。[ディス 
クデフラグ]を行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダーを集めてより効率よく 
作業を実行できるようになります。 


を記 ： SSD (Solid State Drive ) では、[ディスクデフラグ]を実行する必要はありません。 


いったん[ディスクデフラグ]を開始すれば、動作中に操作する必要はありません。ハードドライブの 
サイズと断片化したファイルの数によっては、完了まで1時間な上かかることがあります。そのた 
め、夜間やコンピューターにアクセスする必要のない時間帯に実行することをおすすめします。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。[ディスクデフ 
ラグ]は1か月に1度実行するように設定できますが、手動でいつでもコンピューターのデフラグを実 
行できます。 

[ディスクデフラグ]を実行するには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターを外部電源じち続します。 

2. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラ 
グ]の順に選択します。 

3. Windows 7 :[ディスクの最適化]をクリックします。 


を記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
U 御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、 J ヘルプとサポート I を参照してくださし、。 


Windows Vista :[今すぐ最適化]をクリックします。 


ミ主記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


詳しくは、[ディスクデフラグツール]ソフトウェアのヘルプを参照してください。 

[ディスククリーンアップ]の使用 

[ディスククリーン アップ] を行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファ 
イルが安全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになりま 
す。 


[ディスククリーンアップ]を実行するには、レ^下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーン 
アップ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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[HP 3D DriveGuard] の使用（一部のモデルのみ） 

[HP 3 D DriveGuard ] は、な下のどちらかの場合にドライブを一時停止し、データ要ホを中止すること 
によって、ハードドライブを保護するシステムです。 

• バッテリ電源で動作しているときにコンピューターを落下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを閑じた状態でコンピューターを移動した場 

これらの動作の実行後は [HP 3 D DriveGuard ] によって、短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


ま記： SSD (Solid State Drive ) じは駆動部品がないため、 [HP 3 D DriveGuard ] は必要ありません。 

を記. メインハードドライブベイまたはセカンダリハードドライブベイのハードドライブは、 
[HP 3 D DriveGuard ] によって保護されます。オプションのドッキングデバイス内に装着されている 
ハードドライブや USB コネクタで接続されているハードドライブは、 [HP 3 D DriveGuard ] では保護 
されません。 


詳しくは、 [HP 3 D DriveGuard ] ソフトウェアのヘルプを参照してください。 

[HP 3D DriveGuard] の状態の確認 

コンピューターのドライブランプの色が変化して、メインハードドライブベイまたはセカンダリ 
ハードドライブベイ（一部のモデルのみ）のディスクドライブが停止していることを示します。夕 
スク/く一のち端の通知領域にあるアイコンを使巧して、ドライブが現在保護されているかどうか、お 
よびドライブが停止しているかどうかを確認できます。 

• ソフトウェアが有効の場合、緑色のチェックマークがハードドライブアイコンに重なってま示 
されます。 

• ソフトウェアが無効の場合、ホの X 印がハードドライブアイコンに重なって表示されます。 

• ドライブが停止している場合、黄色の月型マークがハードドライブアイコンに重なって表示さ 
れます。 

通知領域のアイコンが有効になっていない場合は、な下の操作を行って有効にします。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウ; L アとサウンド] 一 [HP 3 D DriveGuard ] の順 
に選択します。 


ミ主記： [ューザーアカウント制御]のウィンドウが表示されたら、[はい]をクリックします。 


2. [システムトレイ上のアイコン]の行で、[表示]をクリックします。 

3. [ OK ] をクリックします。 
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停止されたハードドライブでの電源管理 

[HP 3 D DriveGuard ] によってドライブを停止された場合、コンピューターはな下のような状態になり 
ます。 

• シャットダウンができない 

• な下のを記に示す場合を除いて、スリープまたはハイバネーションを開始できない 

箇^を 記. [HP 3 D DriveGuard ] によってドライブが停止された場合でも、コンピューターがバッ 
テリ電源で動作しているときに完全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイバネーションを 
開始できるようになります。 

• [電源オプション]の[アラーム]タブで設定するバッテリアラームを有効にできない 

コンピューターを移動する前に、完全じシャットダウンするか、スリープまたはハイバネーションを 
開始します。 

[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアの使用 

[HP 3 D DriveGuard ] ソフトウエアを使巧することで、な下の設定を変更できます。 

• [HP 3 D DriveGuard ] の有効/無効を設定する。 

ミ主記： [HP 3 D DriveGuard ] の有効または無効への切り替えが許可されているかどうかは、ユー 
ザーの権限によって異なります。管理をグループのメンバーは管理をな外のユーザーの権限を 
変更できます。 

• システムのドライブがサポートされているかどうかを確認する。 

ソフトウエアを開いて設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通知領域にあるアイコンをダブルクリックします。 

または 

通知領域にあるアイコンをちクリックし、 [ Se 扣 ngs ] (設定）を選択します。 

2. 適切なボタンをクリックして設定を変更します。 

3. [0 K ] をクリックします。 

オプティカルドライブの使用（一部のモデルのみ） 

オプティカルドライブには、レ: i 下のような種類がありまず。 

• CD 

• DVD 

• ブルーレイ ( BD ) 

取り付けられているオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一[コンピューター ] の順に選択しまず。 
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お使いのコンピューターにインストールされているオプティカルドライブを含むすべてのデバイス 
の一覧が表示されます。 


オプティカルドライブの挿入 

トレイローディング式 

1. コンピューターの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を巧して、ディスクトレイカ 《 少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

段 f ミ主記:~~ ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて回転軸の上に置 

凹 いてくださし、。 _ 

5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



ゆ 


6. ディスクトレイを閉じます。 


を記. ディスクの挿入後、プレーヤーの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作で 
す。起動するメディアプレーヤーをあらかじめ選択していない場合は、[自動再生]ダイアログボッ 
クスが開き、メディアコンテンツの使用方まを選択するように要ホされます。 


スロットローディング式 


么を 意： スロットローディングまオプティカルドライブには、 8 cm のオプティカルディスクを挿 
入しないでください。オプティカルドライブが損傷する可能性があります。 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にします。 
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3. ディスクをスロットローデイング式のオプティカルドライブにゆっくりと挿入します。 



オプティカルディスクの取り出し 


トレイローディング式 

ディスクを取り出す方まは2通りあり、ディスクトレイが通常の操作で開く場合と開かない場合に 
よって異なります。 

ディスクトレイが正常に開く場合 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を巧してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

を記 . ~ トレイが完全に開かない場合は、ディスクをま意深く傾けて取り出してください。 



3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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ディスクトレイが正常に開かない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し巧の穴にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、トレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 

3. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようじしてください。 


ミ主記： トレイが完全に開かない場合は、ディスクをま意深く傾けて取り出してくださし、。 



0 


4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

スロットローディング式 

1. ドライブの横にあるリリースボタンを押します（1)。 

2. ディスクの緑を持ち、平らな表面に触れないようにして、ディスクを取り出します口）。 



3. 取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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オプティカルドライブの共ち 

おほいのコンピューターにオプティカルドライブが内蔵されていなくても、ネットワーク内の他のコ 
ンピューターに接続されているオプティカルドライブを共有することで、ソフトウェアやデータに 
アクセスしたり、アプリケーシヨンをインストールしたりできます。ドライブの共有は Windows 才 
ペレーティングシステムの機能で、あるコンピューターのドライブを同じネットワーク上にある他 
のコンピューターから使用できるようになります。 


を記： オプティカルドライブを共有するには、ネットワークをセットアップする必要があります。 
ネットワークのセットアップについて詳しくは、 2 ぺージの「ネットワーク接続（一部のモデルの 
み） I をを照してください。 

を記： DVD ムービーやゲームディスクといった種類のディスクは、コピーが防止されているため 
に、 DVD ドライブや CD ドライブを共有しても使巧できない場合があります。 


オプティカルドライブを共有するには、な下の操作を行います。 

1 . 共有するオプティカルドライブがあるコンピューター で'' [スタート]一[コンピューター ] の順 
に選巧します。 

2. 共有するオプティカルドライブをちクリックして、[プロパティ]をクリックします。 

3. [共有]タブー[詳細な共ち]の順にクリックします。 

4. [このフォルダーを共ちする]チェックボックスにチェックを入れます。 

5. [共有名]テキストボックス I こ、オプティカルドライブの名前を入力します。 

6. [適用]一[〇のの順にクリックします。 

7. 共有オプティカルドライブを表示するには、[スタート]一[コントロールパネル]一[ネット 
ワークとインターネット]一[ネットワークと共ちセンター ] の順に選がします。 


RAID の使用（一部のモデルのみ） 

RAID (Redundant Arrays of Independent Disks ) テクノ ロジを利用すると、 1 台のコンピューター 
で同時に2つな上のハードディスクを使巧できます。 RAID では、ハードウェアまたはソフトウェア 
の設定によって、複数のドライブが1つの隣接するドライブとして巧われます。複数のドライブがこ 
のように連携されている場合、これらのドライブは RAID アレイと呼ばれます。 

RAID について詳しくは、[ヘルプとサポート]にある RAID のューザーガイドを参照するか、 HP の 
Web サイト、 http :// www . hp . com / support / を参照してください。 
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セキュリテイ 


コンピューターの保護 

Windows オペレーティングシステムおよび Windows な外の [Computer Setup ] によって提供される 
標準のセキュリティ機能で、個人設定およびデータをさまざまなリスクから保護できます。 


I ■著 ま記. セキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、コンピューターの誤った取り扱い 
や盜難を完全に防ぐものではありません。 

を記. コンピューターを修理などのためにサポートあてに送付する場合は、機密性の高いファイル 
のバックアップと削除、およびすベてのパスワード設定の削除を事前に行ってください。 

ま記： この章に記載されている一部の機能は、お巧いのコンピューターでは使用できない場合があ 
ります。 

を記： お使いのコンピューターでは、オンラインセキュリティベースの追跡および復元サービス 
である [ CompuTrace ] がサポートされています（一部の地域のみ)。コンピューターが盜まれた場合、 
不正なューザーがインターネットにアクセスすると、 [ CompuTrace ] による追跡が行われます。 
[ CompuTrace ] を使巧するには、ソフトウエアを購入し、サービス登録を行う必要があります。 


[ CompuTrace ] ソフトウエアの購入については、 HP の Web サイト http :// www . hpshoppinq . com / (英語 
サイト）にアクセスしてください。 



コンピューターでの危険性 

セキュリティ機能 

コン ピューターの不正な使用 

パスワード、スマートカードまたは指紋認証システムと、 

[HP ProtectTools Security Manager] (HP ProtectTools セ 
キュリティマネージヤー）の組み合わせ 

[Computer Setup] け 10 ) への不正アクセス 

[Computer Setup ] の BIOS administrator password* 

ハードドライブのデータへの不正なアクセス 

に omputer Setup] の DriveLock ( ドライブロック）パスワー 
ド * 

オプティカルドライブ、フロッピーディスクドライブ、ま 
たは内蔵ネットワークアダプターからの不正な起動 

[Computer Setup] の [ 巳 0 ot options] ( ブートオプション）機 
能 * 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

HP ProtectTools Security Manager 

データへの不正なアクセス 

• ファイアウホールソフトウェア 


• Windows Update 

• Drive Encryption for HP ProtectTools 


に omputer Set 叩]設定などのシステム識別情報への不正なア [Computer Setup] の BIOS administrator password* 
クセス 
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コンピューターでの危険性 


セキュリティ機能 


コンピューターの不正な移動 セキュリティロックケーブル用スロット（別売のセキュリ 

ティロックケーブルとともに使用） 


* に omputer Setup ] は、プリインス！'■—ルされた ROM ベースのユーティリティです。オペレーティングシステムが動かな 
かったり読み込まれなかったりする場合でも使用できます 。 [Computer Setup ] で項目間を移動したり項目を選巧したりする 
には、ポインティングデバイス（タッチパッド、ポインティングスティック、または USB マウス）またはキーボードを使 
用します。 
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パスワードの使用 

パスワードとは、お使いのコンピューターの情報を保護するために選択する文字列です。情報へのア 

クセスの制御ちまに応じてさまざまな種類のパスワードを選択できます。パスワードは、 Windows お 

よびコンピューターにプリインストールされている Windows には依巧しない [Computer Setup ] で設 

定できます。 

• セットアップ、および DriveLock (ドライブロック）の各パスワードは [Computer Setup ] で設ミ 
され、システム BIOS によって管理されます。 

• 内蔵セキュリティパスワードは [HP ProtectTools Security Manager ] (HP ProtectTools セキュ 
リティマネージャ ー） のパスワードであり、に omputer Setup ] で有効に設定することで、通常 
の [HP ProtectToo 间の機能に加えて B に S パスワードによって保護されます。内蔵セキュリ 
ティパスワードは、別売の内蔵セキュリティチップとともに使用されます。 

• Windows パスワードは、 Windows オペレーティングシステムでのみ設定されます。 

• Computer Setup ] で設定した BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）を忘れ 
てしまった場合は、 [HP SpareKey ] を巧巧して [Computer Setup ] にアクセスできます。 

• [Computer Setup ] で設ました DriveLock の user password (ユーザーパスワード）および 
DriveLock の master password (マスターパスワード）の両方を忘れてしまうと、これらのパ 
スワードで保護されているハードドライブがロックされたままになり、恒久的に使用できなくな 
ります。 

[Computer Se 山 p ] の機能と Windows のセキュリティ機能には、同じパスワードを使用できます。ま 

た、複数の [Computer Se 山 p ] 機能に同じパスワードを巧用することもできます。 

パスワードを作成したり保巧したりするときは、な下のヒントを参考にしてください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、コンピューターから離れた他人の目にふれない安全な場所に保管 
する 

• パスワードをコンピューター上のファイルに保巧しない 

の•下の表で、一般に使巧される Windows パスワードおよび BIOS administrator password を示し、 


それぞれの機能について説明します。 

Windows でのパスワードの設定 


パ スワード 

機能 

Administrator password (管理者パスワード）* 

Windows の管理をレベルのアカウントへのアクセスを保護 
します 

ま記： このパスワードは、 [Computer Setup ] のデータへの 
アクセスには使用できません 

ユーザーパスワード* 

Windows ューザーアカウントへのアクセスを保護します 

♦Windows の管理者パスワードまたは Windows のユーザー 
卜]の順に選択してください 

パスワードの設定については、[スタート]一[ヘルプとサポー 
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[Computer Setup] でのパスワードの設定 


パスワード 

機能 

BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）* 

に omputer Setup] へのアクセスを保護します 

DriveLock の master password (マスターパスワード）* 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。また、 DriveLock による保護の解除 
に使用します。このパスワードは DriveLock をち効にする操 
作の過程で設定します 

DriveLock の user password (ユー ザーパスワード）* 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを巧護します。 DriveLock を有効にする操作の過程 
で設まします 

TPM 内蔵セキュリティパスワード 

BIOS administrator password としてち効にすると、コン 
ピューターの電源投入時、再起動時、またはハイバネーショ 
ンの終了時に、コンピューターの内容へのアクセスを保護し 
ます 

このパスワードを使用するには、オプションの内蔵セキュリ 
ティチップでこのセキュリティ機能がサポートされている 
必要があります 

* 各パスワードについて詳し〈は、な下の項目を参照してください 


BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）の管理 

パスワードを設定、変更、および削除するには、な下の操作を行います。 

新しい BIOS administrator password の設定 

1. コンピューターを起動またはち起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. 鬥〇 キーを巧して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [Security] (セキュリティ）一 [Setup BIOS 
Administrator Password] ( BIOS 管理者パスワードの設定）の順に選択し、 enter キーを巧し 
ます。 

4. メッセージが表示されたら、パスワードを入力します。 

5. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力します。 

6. 変更を保存して [ Comp 山 er Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面にま示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了） 

の順に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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BIOS administrator password のを更 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを巧して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧用して [ Security ] (セキュリティ）一 [Change 
Password ] (パスワードの変更）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. メッセージが表示されたら、現在のパスワードを入力します。 

5. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを再度入力します。 

6. 変更を保存して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保帘アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終了） 

の順に選巧し、 enter キーを巧します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

BIOS administrator password の削除 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面のち下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

2. flO キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは失印キーを巧用して [ Security ] (セキュリティ）一 [Change 
Password ] (パスワードの変更）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. メッセージが表示されたら、現在のパスワードを入力します。 

5. 新しいパスワードを入力するように要ホされたら、フィールドを空欄のままにして enter キーを 
押します。 

6. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [ Yes ] (はい）を選択します。 

7. 再度、新しいパスワードを入力するように要ホされたら、フィールドを空欄のままにして、 enter 
キーを押します。 

8. 変更を保存して [Computer Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終了） 

の順に選巧し、 enter キーを巧します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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BIOS administrator password (BIOS 管理者■パスワード）の入力 


[BIOS administrator password ] の入力画面で自分のパスワードを入力し（パスワード設定と同じ 
キーを巧巧）、 enter キーを押します。 3 回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動 
して入力しなおす必要があります。 

[Computer Setup ] の DriveLock (ドライブロック）パスワードの管理 

么ミ 主意: DriveLock で保護されているハードドライブが恒久的に巧用できな〈なることを防ぐため、 
DriveLock の user password (ユー ザー パ スワー ド）と master password (マスター パ スワー ド） 

を、紙などに書いて他人の目にふれない安全な場所に保管しておいてください。 DriveLock パ スワー 
ドを両方とも忘れてしまうと、これらのパ スワー ドで保護されているハードドライブが ロック された 
ままになり、恒久的に使用できなくなります。 


DriveLock で保護することによって、ハードドライブのデータへの不正なアクセスを防止できます。 
DriveLock による保護は、 コン ピユーターの内蔵ハードドライブにのみ設定できます。いったん 
DriveLock による保護を設定すると、ドライブにアクセスするときにパスワードの入力が必要になり 
ます。 DriveLock のパスワードでドライブにアクセスするには、ドライブをアドバンストポートリ 
プリケーターではなく、 コン ピューターじ装着してお〈必要があります。 

DriveLock による保護をコンピユーターの内蔵ハードドライブに設定するには、 [Computer Setup] で 
user password および master password を設ましておく必要があります。 DriveLock による保護を 
設定するときは、な下の点にを意してください。 

• いったん DriveLock による保護を設ますると、 user password または master password のどちら 
かを入力することでのみ、保護されているハードドライブにアクセスできるようになります。 

• user password は、通常システム管理者ではなく実際にハードドライブを使用するユーザーが設 
定する必要があります。 master password は、システム管理者または実際にハードドライブを巧 
用するユーザーが設定できます。 

• user password と master password は、同じであってもかまいません。 

• DriveLock によるドライブの保護をち军除しないと、 user password や master password を削除で 
きません。 DriveLock によるハードド'ライブの保護を解除するには、 master password が必要で 
す。 


DriveLock パスワードの設定 

[Computer Setup] で DriveLock パスワードを設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu] というメッセージ 
が表示されている間に esc キーを押します。 

2. f10 キーを巧して、 [Computer Setup] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [ Security ] (セキュリティ）一 [DriveLock 
Passwords ] (DriveLock パスワード）の順に選巧し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスを使巧して、保護するハードドライブをクリックします。 

または 

矢印キーを巧用して、保護するハードドライブを選巧し、 enter キーを押します。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 [ Yes ] (はい）を選択します。 
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6. メッセージが表示されたら、 master password (マスターパスワード）を入力して、 enter キー 
を押します。 

7. メッセージが表示されたら、確認のために master password を巧度入力して、 enter キーを押し 
ます。 

8. メッセージが表示されたら user password (ューザーパスワード）を入力して、 enter キーを押 
します。 

9. メッセージが表示されたら、確認のために user password を再度入力して、 enter キーを押しま 
す。 

10. 選巧したドライブが DriveLock によって保護されているかを確認するには、確認フィールドに 
「DriveLock」 と入力し、 enter キーを押します。 


を記： DriveLock の確認フイールドでは大文字と小文字が区別されます。 


11. 変更を保巧して [Computer Setup] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保巧）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了） 
の順に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 
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DriveLock パスワードの入力 

ハードドライブが、別売のドッキングデバイスや外付けマルチベイではな〈コンピューター本体の 
ハードドライブベイに装着されていることを確認します。 

[DriveLock Password ] (DriveLock パスワード）画面が表示されたら、パスワードを設定したときと 
同じ種類のキーを使用して user password (ユーザーパスワード）または master password (マス 
夕ーパスワード）を入力し、 enter キーを巧します。 

パスワードを2回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターの電源を切ってから再び起動し、 
入力しなおしてくださし、。 

DriveLock パスワードの変更 

[Computer Setup ] で DriveLock パスワードを変更するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージ 
が表示されている間に esc キーを巧します。 

2. け〇 キーを巧して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [ Security ] (セキュリティ）一 [DriveLock 
Password ] (DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを巧します。 

4. ポインティングデバイスを使用して、内蔵ハードドライブをクリックします。 

または 

矢印キーを使用して、内蔵ハードド'ライブを選巧し、 enter キーを押します。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、変更するパスワードを選がします。 

6. メッセージが表示されたら現在のパスワードを入力して、 enter キーを巧します。 

7. メッセージが表示されたら新しいパスワードを入力して、 enter キーを押します。 

8. メッセージが表示されたら、確認のために新しいパスワードを巧度入力して、 enter キーを巧し 
ます。 

9. 変更を保巧して [Computer Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終了） 

の順に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

DriveLock による保護の解除 

[Computer Setup ] で DriveLock による保護を解除するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージ 
が表示されている間に esc キーを押します。 

2. け〇 キーを巧して、 [Computer Setup ] を起動します。 
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3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧用して [Security] (セキュリティ）一 [DriveLock 
Password] (DriveLock パスワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して巧蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押します。 

5. ポインティングデバイスまたは失印キーを巧用して、 [Disable protection] (保護を無効にす 
る）を選択します。 

6. master password (マスターパスワード）を入力して、 enter キーを押します。 

7. 変更を保存して [Computer Se 山 P ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了） 

の順に選巧し、 enter キーを巧します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

Computer Setup ] の自動 DriveLock の使用 

複数のユーザーがいる環境では、自動 DriveLock パスワードを設定できます。自動 DriveLock パス 
ワードを有効にすると、ランダムな user password (ユーザーパスワード）と DriveLock の master 
password (マスターパスワード）が作られます。ユーザーのパスワード認証が通ると、同じランダ 
ムな user password と DriveLock の master password が使用され、ドライブの保護が解除されます。 


注記. BIOS administrator password (BIOS 管理者パスワード）がないと、自動 DriveLock 機能に 
はアクセスできません。 


自動 DriveLock パスワードの入力 

[Computer Setup ] で自動 DriveLock パスワードを有効にずるには、レ: I 下の操作を行いまず。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押しまず。 

2. f 10 年一を押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印年一を使用して [Security] (セキュリティ）一 [Automatic 
DriveLock] (自動 DriveLock ) の順に選択し、 enter キーをす甲しまず。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押します。 

5. 警告メッセージが表示されまず。操作を続ける場合は、 [Yes] (はい）を選択しまず。 

6. 変更を保存してに omputer Setup ] を終了ずるには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢巧キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了） 

の順に選択し、 enter キーを押します。 


68 第7章 


セキュリティ 




自動 DriveLock による保護の解除 

[Computer Setup ] で DriveLock による保護を解除ずるには、お下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、 [Computer Setup ] を起動しまず。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ）一 [Automatic 
DriveLock] (自動 DriveLock ) の順に選択し、 enter キーを押します。 

4. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して内蔵ハードドライブを選択し、 enter キーを 
押しまず。 

5. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して、 [Disable protection] (保護を無効にす 
る）を選択します。 

6. 変更を保存して [Computer Setup ] を終了ずるには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作しまず。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了） 

の順に選キ尺し、 enter キーを押しまず。 
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ウイルス対策ソフトウ X アの使用 

コンピューターで電子メ ールを巧用するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスする 
ときは、コンピューターウィルスの危険にさらされる可能性があります。コンピューターウィルス 
に感染すると、オペレーティングシステム、プログラム、およびユーティリティなどが使用できな 
くなったり、正常に動作しなくなったりすることがあります。 

ウィルス巧策ソフトウ; L アを使用すれば、ほとんどのウィルスを検出して駆除できるとともに、通常 
はウィルスの被害にあったか巧を修復できます。新しく発見されたウィルスからコンピューターを 
保護するには、ウィルス巧まソフトウエアを最新の状態にしておく必要があります。 

お使いのコンピューターには、ウィルス巧策プログラムの試巧版がプリインストールされている場合 
があります。試巧版を製品版に更新するか、自分でウィルス対策プログラムを購入して、おほいのコ 
ンピューターを確実に保護することを強くおすすめします。 

コンピューターウィルスじついてさらに詳し〈調べるには、[ヘルプとサポート]の[検索]テキスト 
フイールドに「ウイルス」と入力してください。 
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ファイアウナールソフトウェアの使用 

ファイアウォールは、システムやネットワークへの不正なアクセスを防ぐように設計されています。 
ファイアウォールには、コンピューターやネットワークにインストールするソフトウェアプログラ 
ムもあれば、ハードウェアとソフトウェアの両方から構成されるソリューシヨンもあります。 

検討すべきファイアウォールにはな下の2種類があります。 

• ホストベースのファイアウォール：インストールされているコンピューターだけを保護するソフ 
トウェアです。 

• ネットワークべースのファイアウォール： DSL モデムまたはケーブルモデムとホームネット 
ワークの間に設置して、ネットワーク上のすべてのコンピューターを保護します。 

ファイアウォールをシステムにインストールすると、そのシステムとの間で送受信されるすべての 
データが監視され、ユーザーの定義したセキュリティ基準と比較されます。セキュリティ基準を満た 
していないデータはすべてブロックされます。 

おほいのコンピューターまたはネットワーク機器には、ファイアウォールがすでにインストールされ 
ている場合があります。インストールされていない場合には、ファイアウォールソフトウェアソ 
リューシヨンを使巧できます。 


を記： 特定の状況下では、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックし 
たり、ネットワーク上のプリンターやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添 
付ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解みするには、ファイアウォール 
を無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にします。問題を恒久的に 
おみするには、ファイアウオールを再設定します。 
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緊急セキュリティアップデートのインストール 


么を 意： Microsof 倾社は、緊急アップデートに関する通知を配信しています。おほいのコンピューター 
をセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保護するため、通知があった場合はすぐに 
Microsoft 社からのすべてのオンライン緊急アップデートをインストールしてください。 


オペレーテイングシステムやその他のソフトウェアに対するアップデートが、コンピューターのエ 
場出荷後にリリースされている可能性があります。すべての使用可能なアップデートが確実にコン 
ピューターにインストールされているようにするには、な下の操作を行います。 

• コンピューターのセットアップが完了したら、できる限りすぐに [Windows Update ] を実行しま 
す。 

• [Windows Update ] は毎月実行してください。 

• Window およびその他の Microsoft のプログラムのアップデートがリリースされるたびに、 
Microsoft 社の Web サイトおよび[ヘルプとサポート]のアップデートリンクから入手します。 
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[HP ProtectTools Security Manager] (HP ProtectTools セ 

キュリティマネージャー ） の使用 （ 一部のモデルのみ） 

—部のモデルのコンピューターでは、 [HP ProtectTools Security Manager ] ソフトウェアがプリイン 
ストールされています。このソフトウェアは、 Windows の[コント□—ルパネル]からアクセスでき 
ます。このソフトウェアが提供するセキュリティ機能は、コンピューター本体、ネットワーク、およ 
び重要なデータを不正なアクセスから保護するために役立ちます。詳しくは、 [HP ProtectToo 间のへ 
ルプを参照して〈ださい。 
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部のモデルのみ） 


別売のセキュリティロックケーブルの接続 


ミ主記. セキュリティロックケーブルに抑止効まはありますが、コンピューターの誤った取り扱い 
や盜難を完全に防ぐものではありません。 

ま記. お使いのコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロットは、ここに記載されて 
いる図と多少異なる場合があります。お使いのコンピューターのセキュリティロックケーブル巧 
スロットの位置については、『コンピューターの準備 J 1 を参照してください。 


1. 固をされた物体にセキュリティロックケーブルを巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をケーブルロック （2) に差し込みます。 

3. セキュリティロックケーブルをコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロット 
(3) に差し込み、鍵をかけます。 
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指紋認証システムの使用（一部のモデルのみ） 

-部のモデルのコンピューターでは、内蔵の指紋認証システムを使用できます。指紋認証システムを 
巧用するには、コンピューターでューザーアカウントおよびパスワードをセットアップする必要が 
あります。このアカウントを使用すると、を録した指を谓らせることによってコンピューターにログ 
オンできます。また、指紋認証システムを巧用して、ログオンが必要な Web サイトや他のプログラ 
ムのパスワードフィールドにパスワードを入力できます。手順については、指紋認証ソフトウェア 
のヘルプを参照してください。 

指紋 ID を作成すると、シングルサインオンサービスをセットアップできます。シングルサインナン 
サービスを利用して、ューザー名とパスワードが必要なすべてのアプリケーシヨン巧の資格情報を指 
紋認証システムで作成できます。 

指紋認証システムの位置 

指紋認証システムはルさい金属製センサーで、コンピューターのな下のどれかの場所にあります。 

• タッチパッドの下部付近 

• キーボードのち側 

• ディスプレイの右上 

• ディスプレイの左側 

コンピューターのモデルによって、指紋認証システムは横向きの場合も縦向きの場合もあります。ど 
ちらの向きでも、金属製センサーと垂直に指を滑らせる必要があります。おほいのコンピューターの 
指紋認証システムの位置については、『コンピューターの準備 J を参照して〈ださい。 
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コンピューターの清掃 

清掃用の製品 

おほいのノートブックコンピューターまたはタブレット PC をを全に清掃および消毒するには、な下 
の製品を使用します。 

• 濃度が0.3%までのジメチルベンジル塩化アンモニウム （ 使い捨て除菌シートなど。これらの 
シートはさまざまな商品名で販売されています） 

• ノンアルコールのメガネ用液体クリーナー 

• 化刺激性の液体石けん 

• 乾いたマイクロファイバーのクリーニングクロスまたはセーム皮（油分を含まない、静電気防 
止布） 

• 静電気防止クリーニングシート 


么ミ 主意： な下の清掃巧製品は巧巧しないで〈ださい。 

アルコール、アセトン、塩化アンモニウム、塩化メチレン、炭化水素などの強力な溶剤を使巧する 
と、ノートブックコンピューターまたはタブレット PC の表面に修復できない傷が付いてしまう可能 
性があります。 

ぺーパータオルなどの繊維素ネオを巧用すると、ノ ートブックコンピューターまたはタブレット PC 
に傷がかく可能性があります。時間がたつにつれて、ほこりの粒子やミ先浄剤がその傷の中に入り込ん 
でしまう場合があります。 


清掃手順 

お使いのノートブックコンピューターまたはタブレット PC をを全に清掃するため、このセクション 
の手順に沿って作業をしてください。 


么 警告！ 感電やコンポーネントの損傷を防ぐため、電源が入っているときにノートブックコン 
ピューターまたはタブレット PC を清掃しないでください。 

ノートブックコンピューターまたはタブレット PC の電源を切ります。 

外部電源を取り外します。 

電源が供給されていたすベての外付けデバイスを取り外します。 

么を 意： ノートブックコンピューターまたはタブレット PC にホ;’争剤などの液体を直接吹きかけない 
でください。表面から流れ落ちた液体によって、内部のコンポーネントに回復できない損傷をちえる 
可能性があります。 


ディスプレイの清掃 

ディスプレイは、ノンアルコールのメガネ巧洗剤で湿らせた柔らかい布でやさしくがいてください。 
ディスプレイを閉じる前に、ディスプレイが乾いていることを確認してください。 

側面とカバーの清掃 

側面とカバーを清掃および消毒するには、上記のどれかのホミ争液で湿らせた、柔らかい マイクロファ 
イバーの クロス または セーム 皮を使用するか、を件に合った使い捨て除菌シートを使巧して〈ださ 
い。 
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ま記： ノートブックコンピューターのカバーを清掃する場合は、ごみやほこりを除去するため、 
円を®くようにがいてください。 


タツチパッドとキーボードの清掃 


公^を 意： タ ツチパツ ドとキーボードを清掃する場合は、キーとキーの間に洗剤などの液体がまれない 
ようにしてください。これによって、内部のコンポーネントに回復できない損傷を与える可能性があ 
ります。 


• タッチパッドとキーボードを清掃および消毒するには、上記のどれかの洗浄液で湿らせた、柔ら 
かい マイクロ ファイバーの クロス または セーム 巧を使巧するか、を件に合った使い捨て除菌シー 
卜を使巧してください。 

• キーが固まらないようにするため、また、キーボードからごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くには、圧縮空気が入ったストロー付きの击を巧用してください。 


么 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタツチメントを使巧してキー 
ボードを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちて〈ること 
があります。 


タブレット PC のペンとペンホルダーの清掃 

上記のどれかのミ先ミ争液で湿らせた、柔らかいマイクロファイバーのクロスまたはセーム皮を使用する 
力、、を件に合った使い捨て除菌シートを使用して、な下の操作を行います。 

• ペンを清掃するには、ごみやほこりを除去するため、ペンを上下方向にがいて〈ださい。 

• ペンホルダーを清掃するには、円を描くようにしてペンホルダーの開口部周辺をがいて〈ださ 
い。 


么ま 意： ペンホルダーに洗浄剤などの液体をまらしたり、ペンな外の物を入れたりしないでくださ 
し、。 ペンホルダーは、タブレット PC 内部の電子部品から完全に独立しているわけではありません。 


プログラムおよびドライバーの更新 

プログラムおよびドライバーを定期的に最新/くージョンへ更新することをおすすめします。最新 
バージョンをダウンロードずるには、 http :// www . hi 3. com / supi 30 け/ に アクセスしてください。アップ 
デートが使用可能になったときに自動更新通知を受け取るように登録ずることもできます。 


78 第8章 


メンテナンス 











[HP SoftPaq Download Manager ] (HP SoftPaq ダウン 

口ー ドマネージャー ） の使用 

[HP SoftPaq Download Manager ] (HP SDM ) は、 SoftPaq 番号がわからない場合でも HP 製ビジネ 
ス向けコンピューターの SoftPaq 情報にすばやくアクセスできるツールです。このツールを使用す 
ると、 SoftPaq の検索、ダウンロード、および展開を簡単に実行できます。 

[HP SoftPaq Download Manager ] は、コンピューターのモデルや SoftPaq の情報を含む公開データ 
ベースファイルを、 HP の FTP サイトから読み込み、ダウンロードすることによって動作します。 
[HP SoftPaq Download Manager ] を使用すると、1つな上のコンピューターのモデルを指まし、利用 
巧能な SoftPaq を調べてダウンロードできます。 

[HP SoftPaq Download Manager ] は HP の FTP サイトをチェックし、データベースおよびソフト 
ウェアの更新がないかどうかを確認します。更新が見つかると、自動的にその更新がダウンロードさ 
れて、適用されます。 

[HP SoftPaq Download Manager ] は HP の Web サイトから入手できます 。 [HP SoftPaq Download 
Manager ] を使巧して SoftPaq をダウンロードするには、まず 、 [HP SoftPaq Download Manager ] の 
ダウンロードおよびインス!—ルを行う必要があります。 HP の Web サイト http :// www . hp . com / qo / 
sdm / (英語サイト）を表示して、画面の説明に沿って [HP SoftPaq Download Manager ] のダウンロー 
ドとイ ンストールを行います。 

SoftPaq をダウンロードするには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [すべてのプログラム] 一 [HP So 行 ware Setup] ( HP ソフ トウェアセッ ト アップ） 
一 [HP SoftPaq Download Manager] の順に選択します。 

2. [HP SoftPaq Download Manager ] を初めて起動すると、使巧中のコンピューターのソフトウェ 
アのみを表示するか、サポートされているすべてのモデルのソフトウ X アを表示するかを尋ねる 
ウィンドウが表示されます。 [Show software for all supported models] (サポートされてい 
るすべてのモデルのソフトウェアを表示する）を選択します 。 [HP SoftPaq Download 
Manager ] をな前に使巧したことがある場合は、手順3に進みます。 

a. [構成オプション]ウィンドウでオペレーティングシステムおよび言語フィルターを選択し 
ます。フィルターによって、[製品カタログ]パネルに一覧表示されるオプションの数が制限 
されます。たとえば、ナペレーティングシステムフィルターで Windows 7 Professional 
のみを選択すると、[製品カタログ]に表示されるオペレーティングシステムは Windows 7 
Professional のみになります。 

b. 他のナペレーティングシステムを追加するには、[構成オプション]ウィンドウでフィルター 
設ミを変更します。詳しくは 、 [HP SoftPaq Download Manager ] ソフトウェアのヘルプを 
参照してください。 

3. 左側の枠内で、プラス記号 （+ ) をクリックしてモデルー覧を展開し、更新する製品のモデルを 
1つまたは複数選がします。 

4. [利巧可能な SoftPaq の検索]をクリックして、選択したコンピューターで利用可能な SoftPaq 
の一覧をダウンロードします。 

5. SoftPaq の選択内容およびインターネットの接続速度によってはダウンロード処理に時間がか 
かることがあるため、ダウンロードする SoftPaq の数がをい場合は、利用可能な SoftPaq の一覧 
から SoftPaq を選択して、[ダウンロードのみ]をクリックします。 
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ダウンロードする SoftPaq が 1 つまたは2つのみで、高速のインターネットち続を使用している 
場合は、[ダウンロードしてパッケージを展亂をクリックします。 

6. [HP SoftPaq Download Manager ] ソフトウエアで [So 行 Paq のインス！—ル]をちクリックする 
と、選択した SoftPaq がコンピューターにインストールされます。 
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ム診斷 


Computer Setup ] の使用 

B に S (Basic Input/Output System ) とも呼ばれる [Computer Setup ] は、システム上のすべての入出 
カデバイス（ディスクドライブ、ディスプレイ、キーボード、マウス、プリンターなど）間で行わ 
れる通信を制御します。 [Computer Setup ] を使用すると、取り付けるデバイスの種類、コンピユー 
夕一の起動順を、 およびシステムメモリと化張メモリの容量を設定できます。 


を記： [Computer Setup ] で設定変更を行う場合は、細むのを意をキムって〈ださい。設定を誤ると、 
コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 


Computer Setup ] の開始 


箇^ 注記： [Computer Se 山 p ] では、 USB レガシーサポート機能が有効な場合にのみ、 USB コネクタに 
接続された外付けキーボードまたはマウスを使用できます。 


[Computer Setup ] を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、に omputer Setup ] を起動しまず。 

[Computer Setup ] での移動および選択 

[Computer Setup ] で移動および選択するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動またはち起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを巧します。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、ポインティングデバイスを使用して項目を 
クリックするか、キーボードのタブキーや矢印キーを使巧して項目を移動してから enter 
キーを押します。 

• 画面を上下にスクロールするには、ポインティングデバイスを巧巧して画面の右上隅にあ 
る上向き矢印または下向き矢印をクリックするか、キーボードの上向き矢印キーまたは下向 
き矢印キーを使巧します。 

• 開いているダイアログボックスを閉じてに omputer Setup ] のメイン画面に戻るには、 esc 
キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 
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|§^ま記 ： [Computer Se 山 p ] で項目間を移動したり項目を選択したりするには、ポインティング 
デバイス（タッチパッド、ポインティングスティック、または USB マウス）またはキーボード' 
を使用します。 

2. flO キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

[Computer Se 山 p ] のメニューを終了するには、な下のどれかのちまを選択します。 

• 変更を保存しないで [Comp 山 er Setup ] メニューを終了するには、な下の操作を行います。 

画面の左下隅にある [Exit] (終了）アイコンをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作 
します。 

または 

タブキーおよび矢印キーを使用して [File]->[lgnore Changes and Exit] (変更を無視して終 
了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 変更を保存して [Computer Se 山 P ] メニューを終了するには、な下の操作を行います。 

画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコンをクリックし、画面に表示される説明に沿って操 
作します。 

または 

タブキーおよび矢印キーを使用して [File] 一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終 
了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

Computer Setup ] の工場出荷時設定の復元 

初期設定を復元しても、ハードドライブのモードには影響ありません。 

[Computer Se 山 p ] のすベての設定を工場出荷時の設定に戻すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを巧用して [File] (ファイル）一 [Restore Defaults] 
(初期設定に復元）の順に選択します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. 変更を保存して終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコンをクリックし、画 
面にま示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] 一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了）の順に選択し、 
enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

ま記； 上記の手順で工場出荷時の設定を復元しても、パスワードおよびセキュリティの設定は変更' 

されません。 
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BIOS の更新 

HP の Web サイトから、 BIOS の更新された/くージョンを入手できます。 

HP の Web サイトには、多くの BIOS アップデートが SoftPaq という圧縮ファイル形式で提供されて 
います。 

—部のダウンロードパツケージには、このファイルのインス！—ルやトラブルシューティングに関 
する情報が記載された Readme.txt ファイルが含まれます。 

BIOS のバージョンの確認 

利用可能な BIOS アップデートの中に、現在コンピューターにインス I ルされている B に S よりも 
新しいバージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム 
BIOS のバージョンを確認する必要があります。 

BIOS バージョン情報 （ ROM の日付またはシステム BIOS とも呼ばれます）を表示するには、 fn + 
esc キーを押す （Windows を起動している場合）か、 [Computer Setup ] を使用します。 

1. [Computer Setup ] を開始します。 

2. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使巧して [ File ] (ファイル）一 [System 
Information ] (システム情報）の順に選択します。 

3. 変更を保巧しないで [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Exit ] (終了）アイ 
コンをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 


タブキーおよび失印キーを使用して [ File]->[lgnore Changes and Exit ] (変更を無巧して終 
了）の順に選択し、 enter キーを押します。 
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BIOS アツプデートのダウンロード 


么ま 意： コンピューターの損傷やインストールの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのタウンロー 
ドおよびインストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使巧した信頼性の高い外部電源にコ 
ンピューターをち続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップ 
デートをタウンロ ードまたはインストールしないでください。タウンロ ードおよびインストール時 
は、な下の点にま意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを巧いて外部からの電源供給を遮断することはお 
やめください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイバネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

コンピューター、ケーブル、またはコードの挿入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 


1. [スタート]一[ヘルプとサポート]一[メンテナンス]の順に選択します。 

2. 画面の説明に沿ってお使いの コン ピューターを指定し、ダウンロードする BIOS アップデートに 
アクセスします。 

3. ダウンロードのページで、な下の操作を行います。 

a. お使いのコンピューターに現在インス I ルされている BIOS のバージヨンよりも新しい 
BIOS を確認します。日付や名前、またはその化の、ファイルを識別するための情報をメモ 
しておきます。後で、ハードドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情 
報が必要になる場合があります。 

b . 画面の説明に沿って操作し、選巧したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロードする場所へのパスのメモを取っておきます。このパス 
は、アップデートをインストールするときに必要です。 


|§^ま記： コンピユーターをネットワークじ接続している場合は、ソフトウェアアップデート（特 
にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実行し 
てくださし、。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コンピューター]の順に選択して、 Windows の[エクスプローラー]を開きます。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、 [口ーカル ディスク（じ） ] を指定します。 

3. BIOS ソフトウェアをダウンロードしたときのメモを参照するなどして、ハードドライブ上の 
アップデートファイルが保存されているフォルダーを開きます。 

4. f 店張子が. exe であるファイル （ filename . exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 


を記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除できます。 
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システム診断の使用 

システム診断を使巧すると、診断テストを実行して、コンピューターのハードウエアが正常に動作し 

ているかどうかを確認できます。システム該断では、レ^下の診断テストを実行できます。 

• start-up Test (起動テスト）：このテストでは、コンピューターを起動するために必要なメイン 
のコンピューターのコンポーネントを分析します。 

• Run-in test (実行時テスト）：このテストでは、起動テストを繰り返し、起動テストで検出され 
ない断続的な問題があるかどうかを確認します。 

• Hard disk test (ハードドライブテスト）：このテストでは、ハードドライブの物理的な状態を 
分析してから、ハードドライブの全セクターにあるすべてのデータを確認します。損傷したセク 
夕一が発見されると、データを問題のないセクターに移動しようと試みます。 

• Memory test (メモリテスト）：このテストでは、メモリモジュールの物理的な状態を分析しま 
す。エラーが報告された場合は、メモリモジュールをすぐに交換してください。 

• Battery test (バッテリテスト）：このテストでは、バッテリの状態を分析します。バッテリテ 
ストが不合格になった場合は、 HP のサポート窓口にお問い合わせになり、問題を報告して交換 
用バッテリを購入してください。 

また、 [System Diagnostics ] (システム該断）ウィンドウでは、システム情報およびエラーログを確 

認できます。 

システム診断を開始するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れるか、再起動します。画面の左下隅に [Press the ESC key for 
Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に、 esc キーを巧します。 [Startup Menu ] 
(スタートアップメニュー ） が表示されたら f 2 キーを押します。 

2. 実行する診断テストをクリックし、画面に表示される説明に沿って操作します。 


を記： 診断テストの実行中にテストを停止する必要がある場合は、 esc キーを押します。 
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10 マルチブート 


ブートデバイスの順序について 

お使いの コン ピユーターを起動するとき、システムは有効なブートデバイスからブートします。 マ 
ルチブート ユー ティリティ（初期設定の状態で有効に設定されています）を使巧すると、 コン ピユー 
夕一の起動時にデバイスを選択する順序を制御できます。 ブートデバイスには、オプティカルドラ 
イブ、フロッピーディスクドライブ、ネットワークインターフェイスカード （ N に）、ハードドラ 
イブ、 USB ドライブなどを含めることができます。ブートデバイスには、 コン ピユーターの起動や 
適切な動作に必要となる、ブート可能なメディアやファイルが含まれます。 


を記. 一部のブートデバイスは、ブート順巧に含める前に [Comp 山 er Setup] で有効に設定して 
おく必要があります。 


工場出荷時の設定では、コンピューターは、有効なブートデバイスおよびドライブベイをな下のよ 
うな順序で検索してブートデバイスを選択します。 


を記. ブートデバイスおよびドライブベイの一部は、お使いの コン ピューターでサポートされて 
いない場合があります。 

• コンピューター本体のアップグレードベイ 

• オプティカルドライブ 

• コンピューター本体のハードドライブ 

• USB フロッピーディスクドライブ 

• USB CD-ROM 

• USB ハードドライブ 

• ノートブック Ethernet (イーサネット） 

• SD (Secure Digital ) メモリーカード 

• ドッキングステーシヨンのアップグレードベイ 

• 外付け SATA ドライブ 


[Computer Se 山 p ] でブート順をを変更すれば、ブートデバイスの検索順序を変更できます。画面の 
下に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に esc キーを押 
してから、 f 9 キーを巧して変更することもできます。 f 9 キーを押すと、現在のブートデバイスを示 
すメニューが表示され、ブートデバイスの選択が巧能になります。または、 Mult 旧 oot Express を使 
巧すれば、コンピューターを起動またはち起動するたびにブートの場所を確認する画面が表示される 
ように設定することもできます。 
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Computer Setup ] でのブートデバイスの有効化 

USB デバイスまたは N にデバイスからブートするには、あらかじめに omputer Setup ] でデバイスを 
有効にしておく必要があります。 

[Computer Setup ] を開始し、 USB デバイスまたは N にデバイスをブートデバイスとして有効にする 
には、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. 鬥〇 キーを巧して、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. USB ドライブ内または別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）に取り付けられたドラ 
イブ内のブート可能なメディアを有効にするには、ポインティングデバイスまたは矢印キーを 
使用して [System Configuration ] (システムコン フイギュレーシヨ ン）一 >|；Device 
Configurations ] (デバイス構成）の順に選択します。山 SB legacy support ] (USB レガシー 
サポート） が選択されていることを確認します。 


を記： USB レガシーサポートを巧用するには、 USB コネクタのオプションを有効にする必要 
きがあります。出荷時の設定では、有効になっています。 USB コネクタが無効になっている場合 

は 、 [System Configuration ] 一 [Port Options ] (ポートオプション）一 [USB Port ] (USB 
ポート）の順に選巧して、 USB コネクタを再び有効にします。 


または 

N にデバイ スをち効にす るには 、 [System Configuration ] 一 [Boot Options ] (ブートオプシヨ 
ン）一 [PXE Internal N に boot ] (PXE 内蔵 N にブート）の順に選択します。 

4. 変更を保巧して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [ Save ] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使用して [ File ] (ファイル）一 [Save Changes and Exit ] (変更を保巧して終了） 
の順に選巧し、 enter キーを押します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


ミ主記： マルチブートを使用しないで N にを Preboot execution Environment ( PXE ) サーバーまた 
-は Remote Program Load ( RPL ) サーパ'—に接続するには、画面の下に [Press the ESC key for 
Startup Menu ] メッセージが表示されている間に esc キーを巧し、次にすばやく 鬥2 キーを押します。 
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ブート順序の変更に関するミ主意 

ブート順序を変更する場合には、な下の点にを意してください。 

• ブート順序を変更した後でコンピューターをち起動すると、コンピューターは新しいブート順を 
で起動されます。 

• 複数の種類のブートデバイスがある場合、オプティカルデバイスを除く同じ種類の最初のデバ 
イスを使用してブートされます。たとえば、ハードドライブが取り付けられている別売のドツキ 
ングデバイス（一部のモデルのみ）がコンピューターに接続されている場合、このハードドラ 
イブは 「 USB ハードドライブ」としてブート順巧に表示されます。システムが USB ハードドラ 
イブからブートできない場合は、ハードドライブベイのハードドライブからはブートされませ 
ん。代わりに、ブート順序内で2番目の種類のデバイスからブートされます。ただし、オプティ 
カルデバイスが2つあり、メディアが挿入されていないかブートディスクでないために最ネ刀の 
オプティカルデバイスからブートされない場合は、2番目のオプティカルデバイスからブート 
されます。 

• ブート順序を変更すると、論理ドライブ名も変更されます。たとえば、 C ドライブとして作成さ 
れたディスクが挿入されている CD - ROM ドライブから起動する場合、この CD - ROM ドライブが 
C ドライブになり、ハードドライブベイ内のハードドライブが D ドライブになります。 

• [Computer Setup ] の [ Built-In Device Options ] (内蔵デバイスナプシヨン）メニューで N にデバ 
イスが有効に設定されている場合にのみ、 N にからコンピューターをブートできます。 N にから 
ブートしても、論理ドライブの指定には影響しません。 N ににドライブ名が関連付けられていな 
いためです。 

• 別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）内のドライブのブート順巧は、外付け USB デ 
バイスと同様に巧われます。 
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マルチブート設定の選択 

マルチブートを使巧すると、な下のことが可能になります。 

• [Computer Setup ] でブート順序を変更することで、コンピューターを起動するたびに巧巧される 
ブート順序を新しく設定します。 

• ブートデバイスを動的に選択するには、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] と 
いうメッセージがま示されている間に esc キーを押し、次に f 9 キーを押して、ブートデバイス 
のオプションメニューに入ります。 

• Mult 旧 oot Express を使用して可をブート順序を使用する、この機能によって、コンピューター 
の起動または再起動のたびにブートデバイスの確認メッセージが表示されます。 

[Computer Setup ] での新しいブート順をの設定 

[Computer Setup ] を開始し、コンピューターを起動または再起動するたびに、使用されるブートデ 
バイスの順序を設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. f 10 キーを押して、に omputer Setup ] を起動しまず。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [Legacy Boot Order] (レガシーブート 
順序）の一覧を選キ尺し、 enter キーを押します。 

4. デバイスのブート順序を上げるには、ポインティングデバイスを使用して上向き矢印をクリッ 
クするか、 + キーをす甲しまず。 

または 

デバイスのブート順序を下げるには、ポインティングデバイスを使用して下向き矢印をクリッ 
クするか、 ー キーを押します。 

5. 変更を保存して [Computer Setup ] を終了ずるには、画面の左下隅にある [Save] (保存）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作しまず。 

または 

矢印キーを使用して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了） 

の順に選キ尺し、 enter キーを押しまず。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

巧キーの画面を使用したブートデバイスの動的な選択 

現在の起動でブートデバイスを動的に選巧するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れるか再起動し、画面の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
メッセージが表示されている間に esc キーを押して、 [Select Boot Device ] (ブートデバイスの 
選択）メニューを開きます。 

2. f 9 キーを押します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用してブートデバイスを選巧し、 enter キーを押 
します。 
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変更はすぐに有効になります。 


MultiBoot Express プロンプトの設定 

[Computer Setup ] を開始し、コンピューターを起動または再起動するたびにマルチブートの起動場所 
を指定するメニューが表示されるように設定するには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。 

2. flO キーを巧して 、 [Computer Setup ] を起動します。 

3. ポインティングデバイスまたは矢印キーを使用して [System Configuration] (システムコン 
フィギュレーション）一 [Boot Options] (ブートオプション）の順に選択し、 enter キーを押 
します。 

4. [MultiBoot Express Popup Delay (Sec)] (Multiboot Express ポップアップの遅延（秒）） 
フィールドで、現在のマルチブート設定が使用される前に起動場所メニューが表示される時間を 
秒単位で入力します （0 を選がすると 、 Express Boot 起動場巧メニューは表示されません）。 

5. 変更を保巧して [Computer Setup ] を終了するには、画面の左下隅にある [Save] (保巧）アイコ 
ンをクリックしてから画面に表示される説明に沿って操作します。 

または 

矢印キーを使巧して [File] (ファイル）一 [Save Changes and Exit] (変更を保巧して終了） 

の順に選巧し、 enter キーを巧します。 


変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

MultiBoot Express 設定の入力 

起動時に [Express Boot] (高まブート）メニューが表示された場合は、な下の操作を行います。 

• [Express Bo 刈メニューからブートデバイスを指まするには、割り当て時間内に目的のデバイス 
を選択し、 enter キーを押します。 

• 現在のマルチブート設定が使用されないようにするには、割り当て時間が終わる前に、 enter キー 
な外の任意のキーを押します。ブートデバイスを選択して enter キーを押すまで、コンピュー 
夕一は起動しません。 

• 現在のマルチブート設定を使巧してコンピューターを起動するには、割り当て時間が終わるまで 
何も操作を行わずに待ちます。 
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11 管理 


Client Management Solutions ] の使用 

[Client Management Solutions] ソフトウェアは、ネットワーク環境にあるデスクトップコンピュー 
夕一、 ワークステーション、ノートブックコンピューター、およびタブレット PC の管理の分野で、 
業界標準仕様のソリューションを提供しています。 

Client Management の主要な機能と特長はな下のとおりです。 

• 初期のソフトウェアイメージの展開 

• リモートでのシステムソフトウェアのインストール 

• ソフトウ王アの 管理および アップデート 

• ROM の 更新 

• コンピューターの資産情報の管理機能およびセキュリティ機能（コンピューターの資をとは、取 
リイ寸けられているハードウェアやインストールされているソフトウェアのことです） 

• -部のシステムソフトウェアおよびハードウエアコンポーネントの障害通知および復旧機能 


注記. この章で説明される機能のサポートは、コンピューターの種類やインストールされている管 
理ソフトウエアのパ'—ジョンによって異なることがあります。 


ソフトウェアイメージの設定および展開 

お巧いのコンピユーターには、システムソフトウェアイメージがプリインス!ルされています。 
出荷時のソフトウェアイメージは、コンピユーターの初回のセットアップ時に設定されます。ソフ 
トウェアの「展開」が行われた後、コンピユーターは使用可能な状態になります。 

な下のどれかの方まで、カスタマイズされたソフトウてアイメージを展開（配布）できます。 

• プリインストールされたソフトウェアイメージを展開した後、追加するアプリケーシヨンをイ 
ンストールする 

• [Altiris Deployment Solutions] などのソフトウェアの導入用ツールを使用して、プリインストー 
ル ソフトウェアをカスタマイズされたソフトウェアイメージに置き換えて使巧する 

• ディスク複製手順を巧用して、ハードドライブの内容を別のハードドライブにコピーする 

最適なコンピューター環境の構築方法は、巧属する企業の情報な術システムインフラや作業内容に 
よって異なります。 
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ま記 ： [Computer Setup ] およびその他のシステム機能によって、コンフィギユレーシヨンマネジ 
メント機能、トラブルシューテイング、電源管理、およびシステムソフトウェアの復元を利用でき 
ます。 


ソフトウエアの管理およびアップデート 

HP では、クライアントコンピユーター上のソフトウエアの管理およびアップデー トを巧うための从 
下の ツールを 提供していまず。 

• HP Client Manager for Altiris (—部のモデルのみ） 


醫^ ま記 ： [HP Client Manager for Altiris ] をダウンロードする場合、または [HP Client Manager 
for Altiris ] の詳細を参照ずる場合は、 HP の Web サイト、 http :// www . hp . com / (英語サイト）にア 
クセスしてください。 


• HP CCM (HP Client Configuration Manager ) (—部のモデルのみ） 

• HP SSM (HP System Software Manager ) 

HP Client Manager for Altiris (—部のモデルのみ） 

[HP Client Manager for Altiris ] は Altiris ソフトウェアに HP のインテリジェントマネジメント機能 
を統合します 。 [HP Client Manager for Altiris ] は、 HP のデバイスにな下のような優れたハードウェ 
ア管理機能を提供します。 

• 資産管理巧のハードウてアインベントリの詳細表示 

• システムの状態検査の監視および診断 

• 温度異常やメモリ異常の警告など、ビジネスに重大な影響を及ぼす可能性がある事象に関する、 
Web サイトを利巧したレポート 

• システムソフトウェア（デバイスドライバーやシステム BIOS など）のリモートアップデー 
卜 


圏^を 記 . [HP Client Manager for Altiris ] を別売の Altiris ソリユーシヨンソフトウエアとともに使用 
すると、さらに機能が追加されます。 


クライアント コン ピユーターにインス!ルされている [HP Client Manager for Altiris ] を、管理巧 
コン ピユーターにインストールされている Altiris ソリユーシヨンソフトウェアとともに巧巧すると、 
な下の IT ライフサイクル分野において、管理機能が向上し、 HP クライアントデバイスのハードウェ 
アの中央管理機能が提供されます。 

• インベントリおよび資を管理 

。 ソフトウェアライセンスの準拠 

。 コン ピユーターの管理および報告 

。 コンピユーターのリース契約情報および固定資をの管理 

• システムソフトウェアの展開および移行 
。 Windows への移行 

。 システムの展開 
。 個人設定の移行 
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• ヘルプデスクおよび問題ち军ホ 

。 ヘルプデスクチケットの管理 
。 リモートでのトラブルシユーテイング 

。 リモートでの問題ち军ま 

。 クライアントでの問題修復 

• ソフトウェアおよび操作の管理 
。 クライアント管理の実行 

。 HP システムソフトウェアの展開 

。 アプリケーシヨンの自己修復（アプリケーシヨンの一部の問題を検出し、修復する機能） 

Altiris ソリユーシヨンソフトウェアには、巧いやすいソフトウェア配布機能も含まれています。 

[HP Client Manager for Altiris ] によって Altiris ソリユーシヨンソフトウェアとの通信が巧能になり 
ます。 Altiris ソリユーシヨンソフトウ王アを使用すると、簡単なウィザードに沿って、新しいハード 
ウェアの展開や新しいナペレーティングシステムへの個人設定の移行を完了できます。 [HP Client 
Manager for Altiris ] は HP の Web サイトからダウンロードできます。 

Altiris ソリユーシヨンソフトウェアを [HP System Software Manager ] または [HP Client Manager 
for Altir 间と組み合わせて使巧すると、管理をはシステム B に S およびデバイスドライバーのソフト 
ウェアを中央管理コンソールからアップデートすることもできます。 
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HP CCM (HP Client Configuration Manager) (— 部のモデルのみ） 

HP CCM を使用して、オペレーティングシステム、プログラム、ソフトウェアの更新、コンテンツ、 
および構成設定などのソフトウェアの管理を自動化することで、それぞれのコンピューターが正しい 
構成で管理されます。こうした自動化された管理方法によって、常にソフトウェアを管理できます。 

HP CCM を使用すると、な下のタスクを実行できます。 

• 複数のプラットフォームにわたってハードウてアおよびソフトウてアインベントリを収集する 

• 配布の前にソフトウてアパッケージを準備し、影響を分析する 

• ポリシーに従い、個々のコンピューター、ヮークグループ、またはコンピューターのグループ全 
体を対まにして、ソフトウェアとコンテンツの展開およびメンテナンスを行う 

• 分散したコンピユーター上にあるオペレーティングシステム、アプリケーシヨン、およびコン 
テンツを任意の場所からプロビジョニングして管理する 

• HP CCM をヘルプデスクやその他のシステム管理ツールと統合することによって、継続的な運 
巧を実現する 

• 利用しているすべての企業内ユーザーのために、あらゆるネットワーク上にある標準的なコン 
ピューター機器のソフトウェアおよびコンテンツを管理するため、共通インフラをミ舌巧する 

• 企業ニーズを満たすように規模を変更する 


HP SSM (HP System Software Manager) 

HP SSM を使巧すると、複数のシステムにおいてシステムレベルのソフトウェアをリモートで同時 
に更新できます。クライアントコンピューター上で HP SSM を実行すると 、 HP SSM はハードウェ 
アおよびソフトウェアのパ'-ジョンを検出し、検証巧みのファイルサーバーから指定されたソフト 
ウェアを更新します 。 HP SSM でサポートされるドライバーの/くージョンは、 HP のドライバーのダ 
ウンロードサイトおよびサポートソフトウ X ア CD に、独自のアイコンで示されています。 
HPSSM ューティリティのダウンロードまたは HPSSM について詳しくは、 HP の Web サイト、 
http :// www . hp . com / qo / ssm / (英語サイト）を参照してください。 
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Intel ⑥ Active Management Technology (iAMT: インテル ® 
アクティブ - マネジメント■テクノ ロジ ー） の使用（一部のモ 
デルのみ） 

Intel Active Management Technology (iAMT :インテルアクティブ-マネジメント■テクノロジ ー） 
を巧用すると、ネットワーク接続されたコンピユーティング資をを検出、修復、および保護できま 
す。 iAMT では、電源のオンの状態でもオフの状態でも、コンピユーターを管理できます。 iAMT ソ 
リユーシヨンは、 vPro モバイルテクノロジーインテル Centrino ® を搭載しているコンピユーターで 
利巧できます。 

iAMT には、な下の機能があります。 

• ハードウエアインベントリ情報 

• イベント通知 

• 電源の管理 

• リモートでの診断および修復 

• ハードウエアベースの隔離および修復（ウィルスのような動作が検出された場合に、コンピユー 
夕一 ネットワークへのアクセスを制限または切断） 
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iAMT ソリューシヨンのち効化 

iAMT の設定を行うには、な下の操作を行います。 

圏リ主 記 ： Ctrl + P プロンプトは 、 [Computer Setup ] で [AMT Setup Promp 口 ( AMT セットアップのプ 
ロンプト）が有効になっている場合にのみ表示されます。 

1. コンピューターの電源を入れるか、再起動します。 

2. Windows が起動する前に 、 Ctrl + P キーを押します。 

ミ主記： 適切なタイミングで Ctrl + P キーを押さなかった場合は、 MEBx セットアップユーティ 
リティにアクセスするために、手順1と2の操作をもう一度行う必要があります。 

3. ME パスワードを入力します。パスワードの工場出荷時の設定は、 「 admin 」 です。 

MEBx セットアップユーティリティが起動します。矢印キーを使用して操作します。 

4. インテル ME の設定、 iAMT の設を、またはインテル ME パスワードの変更を選がします。 

5. 必要な選択が完了したら、 [ Exit ] (終了）を選択して MEBx セットアップューティリティを閉 
じます。 


MEBx セットアップユーティリティメニ 

ューの使用 

ミま記： iAMT について詳しくは、インテル社の Web サイト httD://www.intel.com/iD/ にアクセスし、 
「 iAMT 」 で検索してください。 

インテル ME の構成 

選択 

設を内容 

Intel ME State Control (インテル ME のが態制御） 

管理エンジンを有効/無効にします 

Intel ME Firmware Local Update (インテル ME ファーム 
ウェアのローカルでの更新） 

ファームウ X ア更新のローカルでの管理をち効/無効にしま 
す 

LAN Controller (LAN コントローラー） 

内蔵ネットワークコントローラーをち効/無効にします 

Intel ME Features Control (インテル ME の機能制御） 

AMT を有効/無効にするか、 [None] (なし）を選択します 

Intel ME Power Control (インテル ME の電源制御） 

管理エンジンの電源ポリシーを設定します 

iAMT の設定 

選択 

設定内容 

Host Name (ホスト名） 

コンピューターにホスト名を割り当てます 

TCP/IP 

ネットワークインターフェイスまたは DHCP をち効/無効に 
したり （DHCP が無効になっている場合は IP アドレスを割り 
当てます）、ドメイン名を変更したりできます 

Provision Model (プロビジヨ ニン グモデル） 

Enterprise (大企業）または Small Business (中小■中堅企 
業） iAMT モデルを割り当てます 

Setup and Configuration (セットアップとコンフイギュレー 
シ ヨン） 

AMT のリモート構成を制御するためのオプションを設定し 
ます 
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選択 

設を内容 

Un-Provision (プロビジヨ ニン グの解除） 

AMT 構成を初期設定のが態に戻すことができます 

SOL/IDE-R 

IDE フロッピーディスクまたは CD-ROM に対するリモート 
ブート制御を有効/無効にし、ユーザー名およびパスワードを 
割り当てます 

Password Policy (パスワード ポリシー） 

ネットワークパスワードおよび MEBx パスワードの要件を 
制御するためのオプションを設定します 

Secure Firmware Update (ま全なファームウエア更新） 

リモートでのファームウ X アの更新をち効/無効にします 

Set PRTC (PRTC の設定） 

リアルタイムクロックを設定します 

Idle Timeout (アイドルタイムアウト） 

アイドルタイムアウトの値を設定します 


インテル ME パスワードのを更 


選択 

設定内容 

Change ME Password (インテル ME パスワードの変更） 

ME パスワードを変更します 

を記： 初期設定のパスワードは [admin] です 
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コンピューターの持ち運び 


最適な状態で使用するには、持ち運びおよび送付に関するな下の情報をお読みください。 

S お使いのコンピューターを持ち運んだり荷物として送ったりする場合は、な下の手順で準備を行 
います。 

。 情報をバックアップします。 

。 すべてのディスク、およびすベての外付けメディアカード（デジタルカードなど）を取り 
外します。 


么ミ 主意： コンピューターやドライブの破損、または情報の損失を防ぐため、ドライブをドラ 
イブベイから取り外す前およびドライブを運搬、保管、または移動する前に、ドライブか 
らメディアを取り出してください。 


。 すべての外付けデバイスを、電源を切ってから取り外します。 

。 コンピューターをシャットダウンします。 

• 情報のバックアップを携帯します。バックアップはコンピューターとは別に保管します。 

• 飛行機に乗る場合などは、コンピューターを手荷物として持ち運び、他の荷物と一緒に預けない 
で〈ださし、。 


么を 意： ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置に 
は、空港の金属探知器や金属探知棒が含まれます。空港のベルトコンベアなど機内持ち込み手 
荷物をチェックするセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使巧してチェックを行うので、ド 
ライブには影響しません。 


• 機内でのコンピューターの使用を許可するかどうかは航空会社の判断に委ねられます。機内で 
コンピューターを使巧する場合は、事前に航空会社に確認してください。 

• コンピューターを2週間な上使用せず、外部電源から切断する場合、バッテリを取り外し、別途 
保管してください。 

• コンピューターまたはドライブを荷物として送る場合は、緩衝材で適切に捆包し、巧包箱の表面 
に「コワレモノー取り巧いま意」と明記してください。 

• コンピューターに無線デバイスまたは HP モバイルブロードバンドモジュール （802.11 b/g デ 
バイス、 GSM (Global System for Mobile Communications ) デバイス、 GPRS (General Packet 
Radio Service ) デバイスなど）が搭載されている場合、これらのデバイスの巧巧は制限される 
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ことがあります。たとえば、航空機内、病院内、爆発物付近、およびを険区域内です。特定の機 
器の巧用に適用される規定が不明な場合は、電源を入れる前に使用許可を求めて〈ださい。 

コンピューターを持って国外に移動する場合は、な下のことを行ってください。 


。 行き先の国または地域のコンピューターに関する通関手続きを確認してください。 

。 浦在する国または i 也域に適応した電源コードを、浦在する国または i 也域の HP 製品販売店で 
購入してください。電圧、周波数、およびプラグの構成は地域によって異なります。 


么 警告！ 感電、火災、および装置の損傷などを防ぐため、コンピューターを外部電源に接続 
するときに、家電製品用に販売されている電圧コンバーターは使巧しないでください。 
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B トラブルシューテイング情報 


• [ヘルプとサポート]から、 Web サイトへのリンクやコンピューターに関する追加情報にアクセ 
スできます。[スタート]一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 


ミ主記： 検査ツールおよび修復ツールには、使巧するためにインターネットへの接続が必要にな 
るものもあります。 HP では、インターネットに接続する必要がないツールも追加で提供してい 
ます。 


• 『サービスおよびサポートを受けるには』を参照するか、 http :// welcome . hp . com / countrv / ip / ia / 

contact us.html を参照して、 HP のサポート窓口にお問い合わせ〈ださい。 

ミ主記： 日本な外の国や地域でのサポートについては、 http :// welcome . hp . com / countrv / us / en / 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択してください。 

レ: i 下の種類のサポートから選択します。 

。 HP のサービス担当者とオンラインでチャットする。 

を記 ■ 特定の言語でチャットを利用できない場合は、英語でご利用ください。 

。 HP のサポート窓口に電子メールで問い合わせる。 

。 各国の HP のサポート窓口の電話番号を調べる。 

。 HP のサービスセンターを探す。 
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c 静電気対策 


静電気の放電は、じゆうたんの上を歩いてから金属製のドアノブに触れたときなど、2つのものがち 
触したときに発生します。 

人間の指など、導電体からの静電気の放電によって、システムボードなどのデバイスが損傷した 
り、耐用年数が短くなったりすることがあります。静電気に弱い部品を取り扱う前に、レ^下で説明す 
るちまのどれかで身体にたまった静電気を放電してください。 

• 取り外しまたは取り付けの手順で、コンピューターから電源コードを取り外すように指示されて 
いる場合は、正しくアースしてから電源コードを取り外し、その後カバーを外すなどの作業を行 
います。 

• 部品は、コンピューターに取り付ける直前まで静電気防止用のケースに入れておきます。 

• ピン、リード線、および回路には触れないようにします。電子部品に触れる回数をなるべく少な 
<します。 

• 磁気を帯びていない道具を使巧します。 

• 部品を取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電します。 

• 取り外した部品は、静電気防止巧のケースに入れておきます。 

静電気についての詳しい情報、または部品の取り外しや取り付けに関するサポートが必要な場合は、 
HP のサポート窓口にお問い合わせください。 
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